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弁
護
士
・
司
法
書
士
・
税
理
士
な
ど

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ｎ
Ｐ
Ｏ
司
法
過
疎
サ

ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
、
法
律
・

税
金
・
登
記
な
ど
総
合
相
談
を
開
催
し

ま
す
。

﹇
相
談
内
容
﹈

　
法
律
や
税
金
、
登
記
の
こ
と
な
ど
、

悩
み
や
相
談
の
あ
る
方
は
、
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

﹇
日
時
﹈

　
10
月
９
日
（
金
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

﹇
場
所
﹈

 
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

※
会
場
に
来
ら
れ
な
い
方
に
は
、
出
張
 

　
相
談
に
も
応
じ
ま
す
の
で
、
予
め
ご

　
連
絡
く
だ
さ
い
。

﹇
料
金
﹈

　
当
日
の
相
談
の
み
無
料

﹇
予
約
に
つ
い
て
﹈

　
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ご
希

望
の
方
は
予
約
の
受
付
も
し
て
い
ま
す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
マ
ザ
ー
シ
ッ
プ
司
法
書
士
法
人

　
担
当:

後
閑

　
 
０
３
（
３
５
９
８
）
０
４
４
４

く
ら
し
の
総
合
相
談

　
通
常
、
国
民
健
康
保
険
加
入
者
は
国
民

年
金
に
、
社
会
保
険
加
入
者
は
厚
生
年
金

ま
た
は
共
済
年
金
に
加
入
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
20
歳
〜
60
歳
の
方
で
被
扶
養

者
や
任
意
継
続
と
し
て
社
会
保
険
に
加
入

し
て
い
る
場
合
は
、
国
民
年
金
に
加
入
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

両
親
や
兄
弟
等
の
被
扶
養
者
と
し
て

　
　
社
会
保
険
証
を
持
っ
て
い
る
方

　
社
会
保
険
で
は
、
両
親
や
兄
弟
等
を
被

扶
養
者
と
し
て
保
険
証
を
取
得
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
年
金
は
扶
養
と

し
て
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

20
歳
〜
60
歳
ま
で
の
配
偶
者
及
び
扶
養
さ

れ
て
い
る
方
は
、
国
民
年
金
の
加
入
手
続

き
が
必
要
で
す
。

　
な
お
、
配
偶
者
の
場
合
は
、
国
民
年
金

第
三
号
被
保
険
者
の
届
け
出
と
な
り
ま
す

の
で
、
各
事
業
所
で
加
入
状
況
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

会
社
を
退
職
し

　
社
会
保
険
を
任
意
継
続
し
て
い
る
方

　
会
社
等
を
退
職
し
社
会
保
険
を
任
意
継

続
す
る
と
、
退
職
後
も
社
会
保
険
の
保
険

証
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か

し
、
年
金
に
は
任
意
継
続
の
制
度
が
な
い

た
め
、
退
職
し
た
日
の
翌
日
か
ら
国
民
年

金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
20
歳
〜
60
歳
ま
で
の
方
で
、
社
会
保
険

の
任
意
継
続
を
し
て
い
る
方
は
、
国
民
年

金
加
入
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
こ
の
ど
ち
ら
か
に
該
当
し
て
い
る
方
は
、

現
在
加
入
の
年
金
を
確
認
し
、
加
入
漏
れ

の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
加
入
状
況
の
確
認
方
法
や
不
明
な
点
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
町
役
場
住
民

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

社
会
保
険
加
入
事
業
所
へ
　
お
願
い

　
現
在
、
住
民
課
国
保
年
金
係
で
は
、
大

島
町
に
住
所
が
あ
る
方
の
年
金
加
入
漏
れ

を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。

　
加
入
漏
れ
の
中
に
は
、
退
職
後
の
社
会

保
険
任
意
継
続
や
、
第
３
号
被
保
険
者
（
厚

生
年
金
等
加
入
者
の
配
偶
者
）
の
手
続
き

漏
れ
等
が
目
立
ち
ま
す
。

　
20
歳
〜
60
歳
ま
で
の
方
で
社
会
保
険
を

任
意
継
続
し
た
場
合
、
厚
生
年
金
は
継
続

さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
退
職
の
翌
日
か
ら
国

民
年
金
へ
の
加
入
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

任
意
継
続
を
希
望
さ
れ
た
退
職
者
及
び
配

偶
者
に
対
し
、
国
民
年
金
加
入
手
続
き
の

説
明
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
社
員
等
の
配
偶
者
に
つ
い
て
は
、

第
３
号
被
保
険
者
と
し
て
の
加
入
手
続
き

が
さ
れ
て
い
る
か
再
度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
配
偶
者
以
外
（
子
、
兄
弟
、
両

親
等
）
は
第
３
号
被
保
険
者
に
該
当
し
ま

せ
ん
の
で
、
町
役
場
で
国
民
年
金
の
加
入

手
続
き
を
す
る
よ
う
必
ず
ご
説
明
く
だ
さ

い
。

　
年
金
の
制
度
や
手
続
き
等
に
関
す
る
質

問
、
疑
問
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に

住
民
課
国
保
年
金
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
住
民
課
国
保
年
金
係

　
　
　
（
２
）
１
４
６
２

　
港
社
会
保
険
事
務
所

　
　
　
０
３
（
５
４
０
１
）
３
２
１
１

社
会
保
険
加
入
者
で
も

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
が
必
要
!?
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産
業
課
で
は
、
農
作
物
に
被
害
を
与

え
る
鳥
獣
（
サ
ル
・
リ
ス
・
カ
ラ
ス
）

に
対
し
、
駆
除
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
す
サ
ル

に
つ
い
て
は
、
箱
ワ
ナ
等
の
罠
を
整
備

し
駆
除
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
誘
引
餌

と
な
る
「
サ
ツ
マ
イ
モ
」
が
不
足
し
て

い
ま
す
。

　
有
害
鳥
獣
駆
除
の
た
め
、
虫
食
い
等

の
不
要
な
サ
ツ
マ
イ
モ
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
ご
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ご
提
供
い
た
だ
け
る
場
合
は
、
引
き

取
り
に
伺
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
産
業
課
農
業
係

　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）
１
４
４
５

　
東
京
都
で
は
外
来
生
物
法
に
基
づ
き
、
島

内
各
地
区
に
お
い
て
、
ワ
ナ
と
銃
器
に
よ
る

キ
ョ
ン
の
防
除
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
箱
ワ
ナ
の
貸
出
も
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
希
望
の
方
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
な
お
、
各
地
域
の
掲
示
板
に
も
キ
ョ
ン
の

防
除
の
お
知
ら
せ
を
掲
示
し
て
い
ま
す
。
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
　
支
庁
土
木
課
大
島
公
園
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）
９
１
１
１

○
支
給
額

　
出
産
育
児
一
時
金
38
万
円
が
４
万
円

引
上
げ
さ
れ
、
４２
万
円
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
21
年
10
月
１
日
か
ら
平

成
23
年
３
月
31
日
ま
で
の
出
産
に
係
る

受
給
権
の
あ
る
被
保
険
者
を
対
象
と
し

ま
す
。

○
支
払
方
法

　
出
産
育
児
一
時
金
を
出
産
費
用
に
充

て
る
こ
と
が
で
き
、
原
則
と
し
て
医
療

保
険
者
が
出
産
育
児
一
時
金
を
病
院
な

ど
に
直
接
支
払
う
仕
組
み
に
変
わ
り
ま

す
。

　
今
後
は
原
則
42
万
円
の
範
囲
内
で
、

多
額
の
出
産
費
用
を
事
前
に
用
意
し
な

く
て
も
す
み
ま
す
。

※
出
産
費
用
が
42
万
円
を
超
え
る
場
合

　
は
、
差
額
分
を
退
院
時
に
病
院
な
ど

　
に
支
払
い
、
42
万
円
未
満
の
場
合
は
、

　
差
額
分
を
医
療
保
険
者
に
請
求
す
る

　
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
従
来
ど
お
り
出
産
後
に
医
療
保
険
者

　
に
請
求
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
た

　
だ
し
、
出
産
費
用
を
退
院
時
に
支
払

　
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

☆
手
続
き
は
加
入
の
医
療
保
険
者
、
ま

　
た
は
出
産
さ
れ
る
病
院
な
ど
に
ご
確

　
認
く
だ
さ
い
。

　
国
民
健
康
保
険
証
の
更
新
を
９
月
25
日

か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
更
新
さ
れ
て

い
な
い
方
は
お
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

﹇
受
付
場
所
﹈

・
元
町
地
区
＝
住
民
課

・
そ
の
他
の
地
区
＝
住
所
地
の
出
張
所

﹇
更
新
に
必
要
な
も
の
﹈

・
使
用
し
て
い
た
保
険
証

・
印
鑑

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
　
住
民
課
国
保
年
金
係

　
　
　
　
　
　
　
（
２
）
１
４
６
２

　
第
二
東
京
弁
護
士
会
で
は
、
島
し

ょ
住
民
を
対
象
に
し
た
「
電
話
に
よ

る
法
律
相
談
」
を
実
施
し
ま
す
。

﹇
相
談
日
﹈

　
平
成
21
年
10
月
23
日
（
金
）

　
　
　
　
　
11
月
27
日
（
金
）

　
　
　
　
　
12
月
25
日
（
金
）

　
平
成
22
年
１
月
22
日
（
金
）

　
　
　
　
　
２
月
26
日
（
金
）

　
　
　
　
　
３
月
26
日
（
金
）

﹇
相
談
料
金
﹈

　
本
相
談
日
に
つ
い
て
は
無
料

﹇
実
施
時
間
﹈

　
い
ず
れ
も
午
前
10
時
か
ら
正
午
で
、

完
全
予
約
制
。
相
談
は
１
件
あ
た
り

20
分
枠
。

※
予
め
当
会
に
電
話
連
絡
の
う
え
、

　
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

﹇
予
約
電
話
番
号
﹈

　
第
二
東
京
弁
護
士
会

　
　
　
　
　
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
０
３
（
３
５
９
２
）
１
８
５
５

 
FAX
０
３
（
３
５
８
１
）
３
３
３
７

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
第
二
東
京
弁
護
士
会
　

　
法
律
相
談
課

　
　
０
３
（
３
５
９
２
）
１
８
５
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
担
当
　
石
黒

島
し
ょ
住
民
を
対
象
に
し
た

電
話
に
よ
る

無
料
法
律
相
談

１０
月
１
日
以
降
の
出
産
よ
り

出
産
育
児
一
時
金
の
引
上
げ
と
支
払
方
法
の
変
更
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９
月
９
日
か
ら
11
日
に
か
け
て
教
育
懇

談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
各
地
区
20
名
前
後
の
参
加
を
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
保
護
者
の
方
の
参
加
が
少
な

か
っ
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
懇
談
会
で
は
教
育
長
よ
り
「
大
島
町
の

め
ざ
す
子
ど
も
像
」
に
つ
い
て
、
策
定
に

至
る
経
緯
や
内
容
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、

こ
の
指
針
に
つ
い
て
の
質
問
・
意
見
・
大

島
町
の
抱
え
る
課
題
に
つ
い
て
提
言
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　◆
「
大
島
町
の
め
ざ
す
子
ど
も
像
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

・
義
務
教
育
と
か
幼
児
や
高
校
と
い
っ
た

　
区
分
な
く
話
し
合
い
の
場
を
持
つ
こ
と

　
が
必
要
で
は
な
い
か
。

・
こ
の
指
針
を
学
校
教
育
の
中
で
実
現
す

　
る
の
は
か
な
り
厳
し
い
。
保
護
者
・
地

　
域
・
学
校
の
先
生
等
を
見
な
が
ら
学
ん

　
で
い
く
し
か
な
い
の
で
は
な
い
か
。

・
中
部
地
区
な
ど
転
入
者
が
多
い
地
区
は

　
こ
の
郷
土
に
対
す
る
誇
り
な
ど
の
方
針

　
に
つ
い
て
指
導
が
難
し
い
面
も
あ
る
と

　
思
う
が
ど
う
か
。

・
こ
の
指
針
を
元
に
教
育
委
員
会
と
し
て

　
具
体
的
に
ど
う
動
く
の
か
。

◆
大
島
町
が
抱
え
る
教
育
の
課
題

・
小
中
学
校
と
高
校
と
が
連
携
し
、
体
験

　
学
習
等
を
行
う
こ
と
も
必
要
で
は
な
い

　
か
。

・
民
生
委
員
が
係
る
案
件
で
子
ど
も
に
関

　
す
る
問
題
が
増
え
て
い
る
。
民
生
委
員

　
だ
け
で
の
解
決
は
難
し
い
の
で
、
教
育

　
委
員
会
も
協
力
し
て
も
ら
い
た
い
。

・
二
中
の
生
徒
数
が
減
少
し
て
い
る
。
指

　
定
校
変
更
に
対
し
て
線
引
き
を
し
な
い

　
と
歯
止
め
が
効
か
な
い
の
で
は
な
い
か
。

・
さ
く
ら
小
が
開
校
す
る
前
の
説
明
会
で

　
は
指
定
校
の
変
更
を
認
め
る
の
は
２
、

　
３
年
だ
け
と
の
話
だ
っ
た
が
、
実
際
は

　
今
ま
で
続
い
て
き
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　
教
育
委
員
会
が
毅
然
と
し
た
態
度
で
線

　
引
き
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

・
部
活
動
と
い
う
の
は
大
切
な
教
育
活
動

　
で
あ
り
、
人
数
が
少
な
い
な
ど
で
選
択

　
で
き
な
い
こ
と
に
よ
り
子
ど
も
が
伸
び

　
な
く
な
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
考
慮
し

　
て
ほ
し
い
。

・
部
活
動
を
中
学
校
合
同
で
出
来
る
よ
う

　
に
し
た
ら
い
い
の
で
は
な
い
か
。

・
現
在
あ
る
図
書
館
は
、
施
設
と
し
て
老

　
朽
化
し
て
お
り
、
利
用
し
づ
ら
い
部
分

　
が
多
い
。
ま
た
、
置
い
て
あ
る
書
籍
も

　
古
い
も
の
が
多
い
の
で
、
早
急
に
整
備

　
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
教
育
委
員
会
で
は
、
い
た
だ
い
た
意
見

を
検
討
し
、
今
後
の
教
育
活
動
に
活
か
せ

る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
懇
談
会
を
こ
れ
か

ら
も
開
催
し
、
多
く
の
皆
様
に
大
島
町
の

教
育
に
つ
い
て
意
見
を
聞
か
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
東
京
都
で
は
、
島
し
ょ
に
居
住
さ
れ

る
方
々
が
、
法
的
な
ト
ラ
ブ
ル
に
出
会

っ
た
時
の
た
め
に
、
電
話
に
よ
る
弁
護

士
の
無
料
法
律
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

﹇
相
談
日
﹈
月
・
水
・
金
曜
日

※
祝
祭
日
の
場
合
は
お
休
み
し
ま
す
。

﹇
相
談
時
間
﹈
午
後
1
時
〜
午
後
4
時

※
相
談
時
間
中
は
、
直
接
、
電
話
で
ご

　
相
談
い
た
だ
け
ま
す
が
、
相
談
中
の

　
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
事
前
に

　
ご
予
約
い
た
だ
く
と
確
実
で
す
。

※
事
前
予
約
は
、
月
〜
金
曜
日
の
午
前

　
9
時
〜
午
後
5
時
に
お
願
い
し
ま
す
。

﹇
予
約
・
相
談
電
話
番
号
﹈

　
　
0
3
（
5
3
8
8
）
2
2
4
5

　
東
京
都
生
活
文
化
ス
ポ
ー
ツ
局

　
都
民
の
声
課

電
話
で
弁
護
士
に
相
談
で
き
る

10月の相談日

月・水・金

2

9

16

23

30

7

14

21

28

5

休

19

26

ご
相
談
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
固
く
守
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

「
島
し
ょ

　
　
法
律
相
談
」で
す
。

「
島
し
ょ

　
　
法
律
相
談
」で
す
。

＊
大
島
町
地
域
教
育
懇
談
会
の
報
告
＊

　
大
島
町
出

身
の
株
式
会

社
大
進
測
量

設
計
の
代
表

取
締
役
・
坂

上
幾
男
氏
が
、

大
島
全
島
の

電
子
地
図
と
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
を

教
育
委
員
会
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
「
大
島
の
小
中
学
校
教
育
に
役

立
て
て
ほ
し
い
」
と
贈
ら
れ
た
も
の
で
、
今

後
は
さ
ま
ざ
ま
な
授
業
で
の
幅
広
い
活
用
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
22
年
４
月
か
ら
、
小
学
校
に
入
学
す

る
皆
さ
ん
は
、
就
学
時
健
康
診
断
を
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

　
保
護
者
宛
に
「
就
学
時
健
康
診
断
問
診
票
」

等
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
当
日
ご
持
参
く
だ

さ
い
。
な
お
、
届
い
て
い
な
い
場
合
は
ご
連

絡
願
い
ま
す
。

﹇
日
程
﹈
10
月
29
日
（
木
）

　
《
南
部
…
間
伏
・
差
木
地
・
波
浮
港
》

　
　
受
付
　
午
後
１
時
〜
１
時
30
分

　
《
中
部
…
元
町
・
野
増
》

　
　
受
付
　
午
後
１
時
30
分
〜
２
時

　
《
北
部
…
北
の
山
・
岡
田
・
泉
津
》

　
　
受
付
　
午
後
２
時
〜
２
時
30
分

受
付
時
間
は
住
所
地
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

﹇
場
所
﹈
け
ん
こ
う
セ
ン
タ
ー

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈
教
育
文
化
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）
１
４
５
３
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火
山
活
動
の
解
説

﹇
平
成
21
年
8
月
の
概
況
﹈

　
８
月
13
日
か
ら
17
日
に
か
け
て
島
北
部

で
地
震
が
一
時
的
に
増
加
し
ま
し
た
。
そ

の
後
は
、
地
震
活
動
は
落
ち
着
い
た
状
態

で
経
過
し
ま
し
た
。
Ｇ
Ｐ
Ｓ
や
光
波
距
離

計
に
よ
る
観
測
で
は
、
地
下
深
部
へ
の
マ

グ
マ
注
入
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
長
期
的

な
島
全
体
の
膨
張
傾
向
が
継
続
し
て
い
ま

す
。
今
後
の
火
山
活
動
に
注
意
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
が
、
現
在
は
静
穏
な
状
態
で
、

三
原
山
山
頂
火
口
周
辺
に
影
響
を
及
ぼ
す

噴
火
の
兆
候
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
噴
火

警
戒
レ
ベ
ル
は
１
（
平
常
）
で
す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
伊
豆
大
島
火
山
防
災
連
絡
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）
１
１
６
６

　
共
同
募
金
は
、
み
な
さ
ま
と
民
間

社
会
福
祉
施
設
・
団
体
を
結
ぶ
募
金

運
動
で
す
。

　
平
成
20
年
度
の
募
金
額
は
、
１，
３

７
２，
３
６
２
円
で
し
た
。
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
の

福
祉
事
業
に
対
し
、
６
件
分
、
２，
８

５
５，
３
７
６
円
が
配
布
・
活
用
さ
れ

ま
し
た
。

　
10
月
１
日
よ
り
、
社
会
福
祉
協
議

会
役
員
が
訪
問
し
ま
す
の
で
、
み
な

さ
ま
の
「
た
す
け
あ
い
精
神
」
に
支

え
ら
れ
る
共
同
募
金
運
動
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
火
山
博
物
館
は
、
１０
月
1
日
か
ら
１０
月

３１
日
ま
で
施
設
内
空
調
設
備
工
事
の
た
め

臨
時
休
館
し
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し

ま
す
が
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
　
観
光
商
工
課
施
設
管
理
係

　
　
　
　
　
　
（
２
）
１
４
４
６

　
大
島
測
候
所
は
、
平
成
21
年
10
月
１

日
よ
り
「
大
島
特
別
地
域
気
象
観
測
所
」

と
し
て
運
用
を
始
め
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
有
人
の
測
候
所
と
し
て
は
終
え

る
も
の
の
、
観
測
業
務
は
高
度
化
さ
れ

た
観
測
機
器
に
よ
り
、
今
後
も
継
続
し

て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
測
候
所
が
こ
れ
ま
で
地
域
に

提
供
し
て
き
た
防
災
情
報
サ
ー
ビ
ス
は
、

東
京
管
区
気
象
台
や
気
象
庁
が
引
き
続

き
行
い
、
三
原
山
に
関
し
て
は
、
平
成

20
年
４
月
か
ら
大
島
町
役
場
内
に
開
設

し
て
い
る
「
伊
豆
大
島
火
山
防
災
連
絡

事
務
所
」
に
気
象
庁
職
員
が
駐
在
し
、

観
測
及
び
火
山
防
災
に
関
す
る
自
治
体

と
の
連
携
業
務
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
大
島
測
候
所
は
、
地
元
の
要
望
に
よ

り
昭
和
13
年
10
月
１
日
開
設
し
、
71
年

間
地
域
の
み
な
さ
ま
に
ご
支
援
い
た
だ

い
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
も
一
層
、
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
気
象
に
関
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
（
２
）
１
４
９
０

　
火
山
に
関
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
（
２
）
１
１
６
６

火
山
観
測
施
設
の
整
備

　
気
象
庁
で
は
、
伊
豆
大
島
火
山
の
観

測
・
監
視
体
制
を
強
化
す
る
た
め
に
、

島
内
４
ヶ
所
に
観
測
施
設
を
整
備
し
ま

す
。
旧
北
の
山
小
学
校
・
泉
津
伊
東
無
・

二
子
山
の
３
ヶ
所
に
は
、
地
下
約
１
０

０
ｍ
の
深
さ
に
地
震
計
と
傾
斜
計
を
埋

設
し
、
地
上
に
空
振
計
を
設
置
し
ま
す
。

三
原
山
火
口
縁
に
は
火
口
監
視
カ
メ
ラ

を
設
置
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
観
測
デ
ー

タ
に
よ
り
、
火
山
活
動
の
変
化
を
よ
り

精
密
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
気
象
庁
火
山
監

視
・
情
報
セ
ン
タ
ー
で
は
、
24
時
間
の

連
続
監
視
を
行
い
、
異
常
が
認
め
ら
れ

た
場
合
に
は
噴
火
警
報
を
発
表
し
て
、

適
切
な
防
災
対
応
に
役
立
つ
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　
地
震
計
等
を
埋
設
す
る
た
め
の
ボ
ー

リ
ン
グ
工
事
は
、
北
の
山
で
は
既
に
９

月
中
旬
か
ら
始
め
て
お
り
、
そ
の
他
の

観
測
地
点
も
順
次
着
工
し
、
来
年
の
３

月
ま
で
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。
観
測

施
設
の
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
大
島
町

財
産
区
や
私
有
地
を
借
用
し
、
関
係
機

関
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
進
め
て
い
ま

す
。

　
工
事
期
間
中
は
、
住
民
の
皆
様
や
観

光
客
の
安
全
に
十
分
に
配
慮
す
る
な
ど

安
全
管
理
に
努
め
ま
す
の
で
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

平成21年8月来島者数実績報告

目標数　45,000人　　　

28,244

2,535

192

1,268

32,239

27,097

1,109

186

1,200

29,592

91.8％

東 海 汽 船

羽田－大島

八丈－大島

新中央航空

合　　　計

前年対 比

（単位：人）

21年 20年

観
光
商
工
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

じ
ぶ
ん
の
町
を
良
く
す
る
し
く
み

赤
い
羽
根
共
同
募
金
に

ご
協
力
を

赤
い
羽
根
共
同
募
金
に

ご
協
力
を

１０
月
１
日
〜
１２
月
３１
日
ま
で

火
山
博
物
館
　臨
時
休
館

大
島
測
候
所
は
無
人
化
に

大
島
測
候
所
は
無
人
化
に

気
象
庁
か
ら
の
お
知
ら
せ
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廃
タ
イ
ヤ
処
理
業
者
の
追
加
に
つ
い
て

ご
み
の
不
法
投
棄
を
摘
発

野
焼
き
の
禁
止

水
色
回
収
箱
に
つ
い
て

護
美
護
美
を
考
え
る
第77号

ご
み
を
か
ん
が
え
る

　
こ
の
た
び
㈲
京
塚
金
属
が
㈱
オ
ー
レ
ッ

ク
に
引
き
続
き
廃
タ
イ
ヤ
処
理
業
務
を
開

始
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

●
個
人
で
廃
棄
す
る
場
合
は
、
直
接
㈱
オ

ー
レ
ッ
ク
ま
た
は
㈲
京
塚
金
属
へ
持
ち
込

ん
で
下
さ
い
。

●
事
業
者
（
タ
イ
ヤ
販
売
店
・
自
動
車
修

理
工
場
等
）
と
処
理
業
者
は
、
書
面
に
よ

る
契
約
が
必
要
が
と
な
り
ま
す
の
で
、
直

接
処
理
業
者
に
ご
相
談
下
さ
い
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
　
生
活
環
境
課
　
　
（
２
）
１
４
８
７

　
　
㈲
京
塚
金
属
　
　
（
２
）
３
５
８
９

　
　
㈱
オ
ー
レ
ッ
ク
　
（
２
）
０
０
５
１

　
最
近
マ
ナ
ー
の
悪
い
方
が
目
立
っ
て
き

て
い
ま
す
。
水
色
回
収
箱
は
、
資
源
ご
み

の
回
収
箱
で
す
。
こ
こ
に
燃
え
る
ゴ
ミ
は

絶
対
に
捨
て
な
い
で
下
さ
い
。
カ
ラ
ス
や

猫
が
荒
ら
し
、
大
変
な
悪
臭
を
放
っ
て
い

ま
す
。
近
所
の
方
が
片
づ
け
た
り
、
回
収

業
者
が
片
づ
け
た
り
し
て
い
ま
す
。
燃
え

る
ゴ
ミ
は
、
町
指
定
の
「
燃
や
せ
る
ゴ
ミ

袋
」
に
入
れ
、
指
定
日
の
朝
８
時
頃
ま
で

に
収
集
場
所
へ
出
し
て
下
さ
い
。

　
先
月
、
三
原
山
裏
砂
漠
内
に
ご
み
の
不

法
投
棄
が
あ
る
と
の
通
報
が
あ
り
、
町
と

大
島
警
察
署
合
同
で
現
場
検
証
を
行
い
ま

し
た
。

　
そ
の
結
果
明
ら
か
に
な
っ
た
証
拠
品
を

も
と
に
、
参
考
人
に
事
情
聴
取
し
た
と
こ

ろ
、
犯
行
を
認
め
た
た
め
、
町
と
大
島
警

察
署
立
会
の
も
と
、
誓
約
書
の
提
出
・
不

法
投
棄
し
た
全
て
の
ご
み
の
回
収
及
び
適

正
な
ご
み
処
理
を
さ
せ
ま
し
た
。

　
不
法
投
棄
は
、
犯
罪
で
す
。
今
回
の
事

例
の
よ
う
に
、
町
と
大
島
警
察
署
は
連
携

を
強
化
し
、
不
法
投
棄
撲
滅
を
目
指
し
ま

す
の
で
、
住
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
情
報

提
供
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
庭
に
置
い
た
ド
ラ
ム
缶
や
ブ
ロ
ッ
ク
ま

た
は
、
掘
っ
た
穴
な
ど
で
ご
み
を
焼
却
す

る
こ
と
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
違
反
者
に
は
罰
則
規
定
が
適
用
さ
れ
ま

す
）

　
な
お
、
社
会
習
慣
上
や
む
を
得
な
い
焼

却
や
軽
微
な
落
ち
葉
た
き
な
ど
は
、
例
外

と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
煙
が
部

屋
に
入
る
、
洗
濯
物
に
匂
い
が
付
く
な
ど

近
隣
住
民
の
迷
惑
と
な
る
場
合
は
、
指
導

﹇
町
長
室
﹈
▼
8
月
12
日
東
京
大
学
座
談
会

▼
15
日
大
島
町
戦
没
者
合
同
慰
霊
祭
▼
21
日

伊
豆
大
島
親
善
野
球
大
会

﹇
来
庁
者
﹈
▼
8
月
10
日
椿
の
児
童
親
善
大

使
（
井
口
小
学
校
）

行
政
の
う
ご
き
8
月
１０
日
〜
9
月
9
日

　
都
内
45
か
所
の
公
証
役
場
で
、
無

料
の
公
証
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
公
証
人
会
の
本
部
で
は
、
特
設
電

話
　
０
３
（
３
５
０
２
）
８
２
３
９

を
設
置
し
て
、
３
日
（
土
）
・
４
日

（
日
）
も
対
応
し
ま
す
。

　
受
付
時
間
　

　
　
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

　
　
午
後
１
時
〜
４
時
30
分

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
お
近
く
の
公

証
役
場
か
東
京
公
証
人
会
　
０
３
（
３

５
０
２
）
８
０
５
０
へ
。

　
　
東
京
法
務
局
・
東
京
公
証
人
会

老
後
の
安
心
設
計
!!

そ
れ
は
遺
言
や
任
意
後
見
で

10
月
１
日
〜
７
日

（二輪～普通乗用車までは、住民の負担軽減後の金額です）

二輪（50cc）
二輪
軽四輪・軽トラック
普通乗用車・トラック
マイクロバス
トラック・ダンプ（2t～4t）
バス・大型車
特殊車両（重機用・ノーバンク）
特殊車両（ゴムローラ・ペイローダー）

タイヤの種類 単　位 単　価
２５０円
５００円
５００円
６００円
７５０円

１,０００円
１,６００円
７００円
７５０円

１本
１本
１本
１本
１本
１本
１本
１０㎏
１０㎏

㈲京塚金属廃タイヤ処理費用（ホイル付タイヤも可）
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「
椿
油
」
の
原
料
・
椿
の
実
の

季
節
で
す
。

　
他
人
の
敷
地
内
に
入
り
、
無
断

で
「
椿
の
実
を
採
る
」
「
拾
う
」

な
ど
の
行
為
は
不
法
行
為
に
当
た

り
ま
す
。

　
「
椿
油
」
の
産
業
伝
統
を
汚
さ

な
い
よ
う
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

﹇
日
時
﹈
11
月
12
日
（
木
）

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜

﹇
募
集
人
数
﹈
40
名

（
現
地
集
合
が
可
能
な
個
人
又
は

団
体
）

﹇
申
込
方
法
﹈

　
10
月
28
日
（
水
）
ま
で
に
電
話

申
込
（
先
着
順
）

﹇
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
﹈

　
東
京
都
島
嶼
町
村

　
　
　
　
　
　
一
部
事
務
組
合

　
河
野
・
鈴
木

　
０
３
（
３
４
３
２
）
４
９
６
１

椿
の
実
　
採
取

浄
化
槽
を
お
使
い
の
皆
さ
ん
へ

止
し
た
場
合
は
、
30
日
以
内
に
東
京
都
へ

の
届
出
が
必
要
で
す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
　
東
京
都
環
境
局
廃
棄
物
対
策
部

　
　
一
般
廃
棄
物
対
策
課
施
設
審
査
係

　
　
　
０
３
（
５
３
８
８
）
３
５
８
３

①
保
守
点
検
（
専
門
的
な
知
識
や
技
術
を

　
　
　
　
　
　
も
つ
都
登
録
業
者
が
実
施

　
　
　
　
　
　
す
る
定
期
的
な
点
検
作
業
）

②
清
　
　
掃
（
市
町
村
の
許
可
を
受
け
た

　
　
　
　
　
　
業
者
が
実
施
す
る
浄
化
槽

　
　
　
　
　
　
の
清
掃
作
業
）

③
法
定
検
査
（
知
事
が
指
定
し
た
機
関
が

　
　
　
　
　
　
実
施
す
る
①
と
②
の
状
況

　
　
　
　
　
　
等
を
客
観
的
に
判
断
す
る

　
　
　
　
　
　
検
査
）

　
な
お
、
法
定
検
査
が
未
受
検
の
場
合
、

東
京
都
よ
り
指
導
文
書
が
届
く
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　
ま
た
、
浄
化
槽
の
管
理
者
（
所
有
者
）

に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
や
、
浄
化
槽
を
廃

の
対
象
と
な
り
ま
す
。
周
囲
に
迷
惑
を
か

け
な
い
よ
う
、
天
候
や
風
向
き
な
ど
に
十

分
注
意
を
払
い
、
責
任
を
も
っ
て
作
業
し

て
く
だ
さ
い
。

　
10
月
１
日
は
「
浄
化
槽
の
日
」
で
す
。

浄
化
槽
は
、
し
尿
や
生
活
排
水
を
処
理
し
、

放
流
先
の
川
や
海
の
水
質
を
保
全
す
る
た

め
に
必
要
な
設
備
で
す
。
し
か
し
、
適
正

な
維
持
管
理
を
行
わ
な
け
れ
ば
十
分
な
機

能
が
発
揮
で
き
ず
、
川
や
海
を
汚
し
ま
す
。

そ
こ
で
浄
化
槽
法
で
は
、
使
用
す
る
方
が

行
う
べ
き
３
つ
の
義
務
を
定
め
て
い
ま
す

の
で
、
確
実
に
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

東
京
三
弁
護
士
会
と

　
　
　
法
テ
ラ
ス
共
催

法
律
相
談
会
実
施

　
　
　
　
　
の
お
知
ら
せ

お気軽に
ご相談ください

　
10
月
は
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
東
京

地
方
事
務
所
（
法
テ
ラ
ス
東
京
）
の
島
嶼

部
巡
回
法
律
相
談
と
共
催
し
て
法
律
相
談

を
実
施
し
ま
す
。
当
日
は
２
名
の
弁
護
士

で
相
談
を
受
け
ま
す
の
で
、
是
非
こ
の
機

会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
※
予
約
が
必
要
で
す
。

﹇
日
時
﹈
10
月
14
日
（
水
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
4
時
30
分

　
次
の
予
定
…
11
月
11
日
（
水
）

﹇
場
所
﹈
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

﹇
相
談
内
容
・
時
間
﹈

　
無
料
一
般
相
談
（
当
日
の
み
）

　
相
談
時
間
は
お
一
人
40
分
以
内

﹇
予
約
受
付
時
間
﹈

　
月
曜
日
〜
金
曜
日
　

　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

　
午
後
1
時
〜
午
後
5
時

　
（
い
ず
れ
も
祝
祭
日
を
除
く
）

﹇
主
催
﹈
 

　
・
東
京
弁
護
士
会

　
・
第
一
東
京
弁
護
士
会
　

　
・
第
二
東
京
弁
護
士
会

　
・
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
東
京
地
方

　
　
事
務
所

﹇
問
い
合
わ
せ
・
予
約
電
話
番
号
﹈

　
第
一
東
京
弁
護
士
会
　
法
律
相
談
課

　
 
0
3
（
3
5
9
5
）
8
5
7
5

大
島
一
般
廃
棄
物

管
理
型
最
終
処
分
場

見
学
会
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大
島
支
庁
管
内
に
住
所
が
あ
る
方
で
、
精

神
ま
た
は
心
身
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
た
め
、

日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
介
護
を
必
要
と
す

る
状
態
に
あ
る
人
に
対
し
、
障
害
児
福
祉
手

当
（
20
歳
未
満
）
・
特
別
障
害
者
手
当
（
20

歳
以
上
）
を
支
給
し
ま
す
。

　
た
だ
し
次
に
該
当
す
る
場
合
は
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
。

①
施
設
に
入
所
し
て
い
る
と
き
（
肢
体
不
自

　
由
児
施
設
・
身
体
障
害
者
療
養
施
設
そ
の

　
他
こ
れ
に
類
す
る
施
設
）
。

②
20
歳
未
満
で
障
害
を
支
給
自
由
と
す
る
公

　
的
年
金
を
受
け
て
い
る
と
き
。

③
20
歳
以
上
で
病
院
ま
た
は
診
療
所
に
継
続

　
し
て
３
ヶ
月
を
超
え
て
入
院
し
て
い
る
と

　
き
。

④
受
給
者
本
人
や
扶
養
義
務
者
の
前
年
の
所

　
得
が
別
に
定
め
る
限
度
額
以
上
で
あ
る
と

　
き
。

﹇
手
当
額
﹈

　
障
害
児
福
祉
手
当

　
　
　
月
額
１
４，
３
８
０
円

　
特
別
障
害
者
手
当

　
　
　
月
額
２
６，
４
４
０
円

﹇
支
給
方
法
﹈

　
５
月
・
８
月
・
11
月
・
２
月
の
４
期
支
給

※
申
請
に
は
、
認
定
請
求
申
請
書
等
の
提
出

が
必
要
で
す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
　
支
庁
総
務
課
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
（
２
）
４
４
２
１

　
東
京
都
で
は
、
観
光
施
策
の
一
環
と
し

て
「
宿
泊
施
設
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
助
成
金
」

制
度
を
設
け
、
宿
泊
施
設
に
お
け
る
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
大
島
で
宿
泊
業
を
営
ん
で
い
る
方
を
対

象
に
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
支
援
セ
ミ
ナ
ー

及
び
個
別
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
会
員

の
７
割
が
50
歳
以
上
と
い
う
、
シ
ニ
ア
層

に
強
い
ク
ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
方
々
に
話

を
し
て
も
ら
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

﹇
タ
イ
ト
ル
﹈

「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
お
遍
路
の
旅
か
ら
見
え

て
く
る
バ
リ
ア
と
は
？

―
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
で
シ
ニ
ア
の
リ
ピ
ー

タ
ー
を
増
や
そ
う
！
」

﹇
日
時
﹈
10
月
20
日
（
火
）

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

﹇
場
所
﹈
大
島
支
庁
第
２
会
議
室

﹇
講
師
﹈

　
ク
ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
㈱
バ
リ
ア
フ
リ
ー

　
旅
行
セ
ン
タ
ー
支
店
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
渕
山
知
弘
　
氏

　
㈱
ク
ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
ラ
イ
フ
ケ
ア

　
サ
ー
ビ
ス
　
取
締
役
業
務
部
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
橋
正
巳
　
氏

﹇
参
加
費
﹈
無
料

﹇
申
込
方
法
﹈

　
電
話
に
て
参
加
申
し
込
み
を
し
て
く
だ

さ
い
。

﹇
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
﹈

　
東
京
都
産
業
労
働
局

　
観
光
部
振
興
課
地
域
振
興
係
　
笹
部

　
　
　
０
３
（
５
３
２
０
）
４
７
６
８

　
東
京
都
で
は
、
母
子
家
庭
の
生
活
の
安
定

や
児
童
の
健
全
な
育
成
を
支
援
す
る
た
め
、

事
業
開
始
資
金
や
修
業
資
金
等
12
種
類
の
福

祉
資
金
を
お
貸
し
し
て
い
ま
す
。
無
利
子
や

低
利
の
資
金
で
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
母
子
家
庭
で
な
い
場
合
で
も
、
女

性
福
祉
資
金
の
貸
付
制
度
が
あ
り
ま
す
。
詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
支
庁
総
務
課
福
祉
係
　
（
２
）
４
４
２
１

　
大
島
観
光
協
会
は
（
仮
称
）
観
光
案

内
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
に
伴
い
、
３
月

31
日
ま
で
の
予
定
で
旧
下
條
売
店
跡
に

移
転
し
ま
す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈
大
島
観
光
協
会

　
　
　
　
　
　
　
（
２
）
２
１
７
７

障
害
児
福
祉
手
当

特
別
障
害
者
手
当

　
都
立
４
大
学
が
合
併
し
て
生
ま
れ

た
首
都
大
学
東
京
が
、
東
京
の
島
々

と
連
携
協
力
し
て
取
り
組
ん
で
き
た

研
究
・
教
育
の
内
容
や
、
大
学
と
地

域
と
の
結
び
つ
き
に
つ
い
て
ポ
ス
タ

ー
な
ど
で
紹
介
し
ま
す
。
お
気
軽
に

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

﹇
日
時
﹈
10
月
11
日
（
日
）

﹇
場
所
﹈
つ
ば
き
小
学
校

（
体
育
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
会
場
の

　
一
角
）

※
雨
天
で
体
育
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　
が
中
止
の
場
合
は
開
発
総
合
セ
ン

　
タ
ー

﹇
主
催
﹈
首
都
大
学
東
京

（
島
嶼
共
生
系
研
究
・
特
徴
あ
る
教

　
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク

　
ト
）

﹇
共
催
﹈
大
島
町

　
　
　
　
首
都
大
学
東
京
産
学
公

　
　
　
　
　
　
　
　
連
携
セ
ン
タ
ー

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
首
都
大
学
東
京
生
命
科
学
教
室
　

　
黒
川

　
　
０
４
２
（
６
７
７
）
２
５
７
８

首
都
大
学
東
京
と
伊
豆
大
島

連
携
活
動
フ
ォ
ー
ラ
ム

大島観光協会の移転

みよし

島の灯

かずさや

たかた

あべもり

豊田屋

旭売店

トヨタ
レンタカー

大島
バス

山田
回漕店

元観光
協会駐車場

東海汽船
元町船客
待合所

観光協会移転先
（旧下條売店）



　
東
京
法
務
局
で
は
、
相
続
や
会
社
の
役
員

変
更
な
ど
の
登
記
申
請
に
関
す
る
相
談
や
不

動
産
及
び
会
社
に
関
す
る
一
般
的
な
登
記
相

談
を
開
催
し
ま
す
。

　
登
記
申
請
手
続
き
な
ど
で
お
困
り
の
方
は
、

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
登
記
相
談
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

﹇
日
時
﹈

　
10
月
24
日
（
土
）
午
後
２
時
〜
５
時

　
10
月
25
日
（
日
）
午
前
９
時
〜
正
午

﹇
場
所
﹈
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
１
階
研
修
室

﹇
相
談
内
容
﹈

　
登
記
に
関
す
る
相
談
（
全
般
）

　
※
不
動
産
及
び
商
業
・
法
人

﹇
相
談
方
法
﹈

　
事
前
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
相
談
内

容
に
応
じ
て
、
あ
ら
か
じ
め
必
要
書
類
を

そ
ろ
え
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
事
前
予
約
を
し
て
い
な
く
て
も

相
談
は
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
相
談
員
に
予

約
状
況
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
希
望
時

間
に
相
談
が
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

受
付
は
終
了
時
間
の
30
分
前
ま
で
で
す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
東
京
法
務
局
大
島
出
張
所

　
　
　
・
FAX
（
２
）
１
２
０
９

　
毎
月
第
４
水
曜
日
に
行
っ
て
い
る
行
政

相
談
開
催
時
に
、
あ
わ
せ
て
消
費
生
活
相

談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

　
悪
徳
商
法
・
不
当
請
求
等
、
消
費
生
活

に
お
け
る
質
問
や
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
10
月
19
日（
月
）〜
25
日（
日
）は
、「
行
政
相

談
週
間
」で
す
。
国
の
仕
事
な
ど
に
つ
い
て
、

「
説
明
に
納
得
で
き
な
い
」「
処
理
が
間
違
っ

て
い
る
」
な
ど
の
苦
情
や
要
望
を
受
け
付
け

ま
す
の
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
「
行
政
苦
情
１
１
０
番
」

　
（
東
京
行
政
評
価
事
務
所
）

　
　
　
０
５
７
０
―

０
９
０
１
１
０

　
　
FAX
０
３
（
５
３
３
１
）
１
７
６
１

※
Ｐ
Ｈ
Ｓ
、
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
、
　
０
３
（
３

　
３
６
３
）
１
１
０
０
に
お
か
け
く
だ
さ
い
。

◆
東
京
総
合
行
政
相
談
所

（
西
武
百
貨
店
池
袋
店
７
階
、
休
業
日
を
除

　
く
毎
日
受
付
）

　
　
０
３
（
３
９
８
７
）
０
２
２
９

な
お
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

https://w
w
w
.soum

u.go.jp/hyouka/
gousei-foem

.htm
l

10
月
の
行
政
相
談

　
大
島
町
で
は
、
毎
月
第
４
水
曜
日
に
行
政

相
談
員
が
定
期
的
に
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
ま
た
、
緊
急
な
相
談
は
相
談
員
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

﹇
日
　
時
﹈
10
月
28
日
（
水
）

 
 
 
　
 
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

﹇
場
　
所
﹈
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

﹇
相
談
員
﹈
立
木
　
有
五

　
　
　
　
　
　
　・
FAX（
２
）３
２
９
８

　
大
島
町
教
育
委
員
会
で
は
、
東
京
都
教
育

委
員
会
が
主
催
す
る
『
東
京
文
化
財
ウ
ィ
ー

ク
２
０
０
９
』
に
参
加
し
、
企
画
事
業
と
し

て
写
真
展
を
開
催
し
ま
す
。

﹇
企
画
事
業
﹈

　
写
真
展

　
　
『
野
増
・
差
木
地
の
民
俗
芸
能
の
文
化
』

　
写
真
で
野
増
・
差
木
地
の
民
俗
芸
能
を
紹

介
し
ま
す
。

﹇
日
時
﹈
10
月
26
日（
月
）〜
11
月
８
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

﹇
場
所
﹈
大
島
町
郷
土
資
料
館

﹇
料
金
﹈
写
真
展
見
学
の
み
入
場
料
無
料

　
東
京
文
化
財
ウ
ィ
ー
ク
と
は
、
国
の
『
文

化
財
保
護
強
調
週
間
』
に
合
わ
せ
て
、
都
内

各
地
の
文
化
財
を
一
斉
に
公
開
す
る
と
と
も

に
、
文
化
財
関
連
事
業
も
集
中
的
に
実
施
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
事
業
内
容
は
都
内

一
円
に
広
報
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
大
島
町
は
国
、
東
京
都
の
指
定
文
化
財
の

公
開
事
業
に
も
参
加
協
力
し
て
い
ま
す
。
　

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
　
　
教
育
文
化
課
社
会
教
育
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）
１
４
５
３
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○
幸
福
づ
き
あ
い
　
い
い
話

　
ご
縁
を
つ
な
ぐ
気
遣
い
・
心
遣
い
　

﹇
著
者
﹈
内
海
好
江

﹇
発
行
﹈
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

　
「
な
る
ほ
ど
」
と
感

　
じ
る
、
人
づ
き
あ
い

　
の
秘
訣
が
つ
ま
っ
た
一
冊
。

　
　
　
　
　
　
○
食
品
成
分
表
2
0
0
9

　
　
　
　
　
　
﹇
監
修
﹈
香
川
芳
子

　
　
　
　
　
　
﹇
発
行
﹈
女
子
栄
養

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
学
出
版
部

　
　
　
　
　
　
資
料
編
も
つ
い
た
最
新
版
。

○
い
ち
ば
ん
初
め
に
あ
っ
た
海

﹇
著
者
﹈加
納
朋
子
　﹇
発
行
﹈角
川
書
店

一
冊
の
本
か
ら
見
つ
か
っ
た
不
思
議
な
手

紙
。
そ
こ
か
ら
過
去
の
記
憶
を
辿
り
始
め

る
。

○
か
ら
だ
に
効
く
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
　
　
　
　
　
　
﹇
著
者
﹈
宇
佐
美
彰
朗

　
　
　
　
　
　
　
﹇
発
行
﹈
山
海
堂

　
　
　
　
　
　
　
わ
か
り
や
す
い
表
現
で

　
　
　
　
　
　
　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
基
本

と
技
術
を
解
説
し
た
、
か
ら
だ
に
効
果
の

あ
る
歩
き
方
の
本
。

○
Z
O
O

﹇
著
者
﹈
乙
一
﹇
発
行
﹈
集
英
社

ホ
ラ
ー
？
ミ
ス
テ
リ
ー
？
奇
妙
な
物
語
の
短
編
集
。

　
　
　
　
　
　
○
か
が
く
の
と
も
　

　
　
　
　
　
　
　
　
ど
う
ろ
せ
い
そ
う
し
ゃ

　
　
　
　
　
　
　
﹇
作
﹈
鎌
田
　
歩

　
　
　
　
　
　
　
﹇
発
行
﹈
福
音
館
書
店

　
　
　
　
　
　
　
　
ど
う
ろ
せ
い
そ
う
し

　
　
　
　
　
　
　
ゃ
っ
て
し
っ
て
る
？

○
﹇
写
真
集
﹈
子
ど
も
た
ち
の
昭
和
史

﹇
発
行
﹈
大
月
書
店

写
真
か
ら
昭
和
と
い
う
激
動
の
時
代
を
知
る
。

東
京
法
務
局

登
記
特
設
相
談
所

東
京
文
化
財
ウ
ィ
ー
ク
2
0
0
9

「
行
政
相
談
週
間
」

消
費
生
活
相
談
　
窓
口
開
設

開設
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◆
母
親
学
級
《
予
約
制
》

・
け
ん
こ
う
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
【
１
ク
ー
ル
④
日
制
】

①
10
／
8
（
木
）
〈
保
健
師
〉

「
お
産
の
準
備
・
妊
産
婦
体
操
・
懇
親
会
」

②
10
／
20
（
火
）

　
　
　
　
〈
歯
科
医
師
・
歯
科
衛
生
士
〉

「
歯
科
健
診
・
楽
し
い
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
　
」

③
10
／
23
（
金
）

　
　
　
　
〈
産
婦
人
科
医
師
・
栄
養
士
〉

「
妊
娠
中
の
健
康
管
理
・
妊
産
婦
の
栄
養
」

④
10
／
27
（
火
）
〈
保
健
師
〉

「
赤
ち
ゃ
ん
の
保
育
と
沐
浴
・
懇
談
会
」

◆
栄
養
個
別
相
談
《
予
約
制
》

・
け
ん
こ
う
セ
ン
タ
ー
（
栄
養
士
ま
で
）

「
高
血
圧
予
防
栄
養
相
談
」
　
10
／
2
（
金
）

「
糖
尿
病
予
防
栄
養
相
談
」
　
10
／
8
（
木
）

「
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
予
防
」
　
10
／
15
（
木
）

◆
ハ
ッ
ピ
ー
歯
科
相
談
《
予
約
制
》

・
け
ん
こ
う
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
（
歯
科
衛
生
士
ま
で
）

「
ち
び
っ
子
歯
科
相
談
」
　
　
10
／
7
（
水
）

「
歯
周
病
予
防
相
談
」
　
　
10
／
8
（
木
）

「
家
族
で
歯
科
相
談
」
　
　
10
／
15
（
木
）

◆
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
《
予
約
制
》

・
け
ん
こ
う
セ
ン
タ
ー
（
保
健
師
ま
で
）

　
10
／
7
（
水
）
・
10
／
21
（
水
）

◆
健
康
相
談
《
予
約
制
》
　
　

・
け
ん
こ
う
セ
ン
タ
ー

※
保
健
師
・
看
護
師
・
栄
養
士
・
歯
科
衛

　
生
士
に
よ
る
相
談
で
す
。

◆
3
〜
4
カ
月
児
・
産
婦
健
診

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
10
／
1
（
木
）

◆
定
期
の
予
防
接
種

　
三
種
混
合
・
麻
疹
・
風
疹
・
二
種
混
合

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈
け
ん
こ
う
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）
８
１
４
１

◆
6
・
9
ヵ
月
児
健
診
《
予
約
制
》

　
・
医
療
セ
ン
タ
ー
　
◇
毎
週
水
曜
日

　
10
／
7
日
・
14
日
・
21
日
・
28
日

　
※
7
日・
21
日
は
栄
養
相
談
も
あ
り
ま
す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈
医
療
セ
ン
タ
ー
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）
２
３
４
６

　
昭
和
56
年
以
降
「
が
ん
」
は
我
が
国
の

死
亡
原
因
の
第
１
位
で
あ
り
、
が
ん
に
よ

る
死
亡
者
は
年
間
30
万
人
を
超
え
る
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。
特
に
女
性
特
有
の
が

ん
（
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
）
は
、
検
診
受

診
率
が
低
い
こ
と
か
ら
、
町
で
は
「
未
来

に
つ
な
が
る
子
育
て
支
援
の
一
環
」
と
し

て
、
一
定
年
齢
の
女
性
を
対
象
に
「
女
性

特
有
の
が
ん
検
診
推
進
事
業
」
を
10
月
1

日
か
ら
実
施
し
ま
す
。

﹇
事
業
の
概
要
﹈

　
該
当
年
齢
の
女
性
を
対
象
に
、
町
で
契

約
し
た
医
療
機
関
で
受
診
で
き
る
子
宮
頸

が
ん
、
乳
が
ん
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
）

検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
発
行
し
ま
す
。

﹇
実
施
期
間
﹈

　
　
平
成
21
年
10
月
1
日
〜

　
　
　
　
　
　
平
成
22
年
3
月
31
日

﹇
契
約
医
療
機
関
﹈

・
大
島
医
療
セ
ン
タ
ー

　
（
子
宮
頸
が
ん
検
診
の
み
実
施
）

・
（
財
）
東
京
都
予
防
医
学
協
会
〈
新
宿

　
　
区
〉
（
子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
検
診

　
　
と
も
実
施
）

﹇
対
象
者
﹈

　
平
成
21
年
6
月
30
日
現
在
大
島
町
に
住

民
登
録
の
あ
る
該
当
年
齢
の
女
性

《
子
宮
頸
が
ん
検
診
対
象
》

　
20
歳（
Ｓ
63
・
４
・
２
〜
Ｈ
元
・
４
・
１
生
）

　
25
歳（
Ｓ
58
・
４
・
２
〜
Ｓ
59
・
４
・
１
生
）

　
30
歳（
Ｓ
53
・
４
・
２
〜
Ｓ
54
・
４
・
１
生
）

　
35
歳（
Ｓ
48
・
４
・
２
〜
Ｓ
49
・
４
・
１
生
）

　
40
歳（
Ｓ
43
・
４
・
２
〜
Ｓ
44
・
４
・
１
生
）

《
乳
が
ん
検
診
対
象
》

　
40
歳（
Ｓ
43
・
４
・
２
〜
Ｓ
44
・
４
・
１
生
）

　
45
歳（
Ｓ
38
・
４
・
２
〜
Ｓ
39
・
４
・
１
生
）

　
50
歳（
Ｓ
33
・
４
・
２
〜
Ｓ
34
・
４
・
１
生
）

　
55
歳（
Ｓ
28
・
４
・
２
〜
Ｓ
29
・
４
・
１
生
）

　
60
歳（
Ｓ
23
・
４
・
２
〜
Ｓ
24
・
４
・
１
生
）

　
対
象
者
に
は
、
受
診
方
法
と
ク
ー
ポ
ン

券
を
郵
送
し
ま
す
が
、
届
か
な
い
場
合
は
、

け
ん
こ
う
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
ご
注
意
◆

　
医
療
セ
ン
タ
ー
で
の
子
宮
が
ん
検
診
は
、

今
回
の
事
業
対
象
者
以
外
の
方
で
も
従
来

ど
お
り
受
診
で
き
ま
す
が
、
（
財
）
東
京

都
予
防
医
学
協
会
で
の
子
宮
が
ん
検
診
・

乳
が
ん
検
診
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
　
　
　
け
ん
こ
う
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）
８
１
４
１

対
象
者
に
は
各
対
象
時
期
ま
で
に
通
知
し
ま
す
。

対
象
者
に
は
2
週
間
前
ま
で
に
通
知
し
ま
す
。



11 広報おおしま 平成21年10月号

　
10
月
１
日
よ
り
、
医
療
セ
ン
タ
ー
と
集

合
契
約
を
結
ん
で
い
る
医
療
保
険
者
の
被

扶
養
者
の
特
定
健
康
診
査
の
予
約
の
受
付

を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
受
診
を
希
望
す
る
被
扶
養
者
（
40
歳
〜

74
歳
）
は
、
加
入
保
険
者
に
医
療
セ
ン
タ

ー
と
の
集
合
契
約
を
確
認
し
、
加
入
保
険

者
が
発
行
す
る
【
特
定
健
康
診
査
受
診
券
】

を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
自
己
負
担
が
発
生
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
併
せ
て
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
集
合
契
約
を
結
ん
で
い
な
い
場

合
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
勤
務
先
等

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
10
月
１
日
か
ら
11
月
６
日
ま
で
に
、
医

　
療
セ
ン
タ
ー
に
予
約
し
、
受
診
券
番
号

　
と
加
入
保
険
を
伝
え
る
。
（
肝
炎
検
診

　
を
ま
だ
一
度
も
受
診
し
て
い
な
い
方
は
、

　
同
時
に
受
診
で
き
ま
す
の
で
お
申
し
込

　
み
く
だ
さ
い
）

②
予
約
後
、
住
民
課
・
各
出
張
所
に
受
診

　
券
を
持
参
し
登
録
、
問
診
票
に
記
入
、

　
提
出
す
る
。

③
65
歳
以
上
の
方
は
、
生
活
機
能
評
価
（
介

　
護
保
険
）
の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、

　
専
用
の
問
診
票
も
記
入
し
提
出
す
る
。

④
健
診
当
日
は
、
受
診
券
、
被
保
険
者
証
、

　
事
前
に
採
取
し
た
尿
、
負
担
金
（
あ
る

　
方
）
を
必
ず
持
参
す
る
。

※
健
診
当
日
は
朝
食
を
摂
ら
ず
、
予
約
時

　
間
ま
で
に
医
療
セ
ン
タ
ー
で
受
付
を
済

　
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

﹇
健
診
日
﹈
11
月
15
日
（
日
）

﹇
予
約
方
法
﹈

　
医
療
セ
ン
タ
ー
に
直
接
電
話
予
約
（
平

日
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

予
約
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
　
（
２
）
２
３
４
６

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
集
合
契
約
及
び
負
担
金
関
係

　
　
各
加
入
保
険
者
お
よ
び
勤
務
先
等

　
健
診
の
内
容
及
び
予
約
関
係

　
　
医
療
セ
ン
タ
ー
　
（
２
）
２
３
４
５

　
そ
の
他
の
事
項

　
　
住
民
課
国
保
年
金
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）
１
４
６
２

　
島
内
で
も
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
患
者

の
発
生
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
冬
に
か
け
て
季
節
性
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
発
生
と
合
わ
せ
、
感
染
拡
大
が
心
配

さ
れ
て
い
ま
す
。
大
流
行
に
な
ら
な
い
た

め
に
も
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
感
染
予

防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
感
染
予
防
に
は
、
次
の
こ
と
が
効
果
的

で
す
。

「
手
洗
い
」
…
ウ
イ
ル
ス
は
手
か
ら
口
や

　
鼻
に
侵
入
し
ま
す
。
こ
ま
め
に
せ
っ
け

　
ん
や
ハ
ン
ド
ソ
ー
プ
で
し
っ
か
り
と
洗

　
い
ま
し
ょ
う
。
　

「
う
が
い
」
…
外
か
ら
帰
っ
た
ら
、
必
ず

　
う
が
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

「
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
」
…
外
出
す
る
と
き
や

　
咳
や
く
し
ゃ
み
の
症
状
が
あ
る
と
き
は
、

　
必
ず
マ
ス
ク
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

※
発
熱
や
鼻
汁
、
咳
な
ど
の
症
状
が
あ
り
、

　
か
か
っ
た
か
な
と
思
っ
た
ら
、
早
め
に

　
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　
医
療
機
関
を
受
診
す
る
前
に
、
必
ず
電

話
し
て
か
ら
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　
ぜ
ん
息
な
ど
呼
吸
器
疾
患
の
あ
る
方
、

人
工
透
析
を
受
け
て
い
る
方
、
心
疾
患
・

糖
尿
病
な
ど
の
持
病
の
あ
る
方
、
妊
娠
し

て
い
る
方
は
、
重
症
化
し
や
す
い
の
で
特

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
し
、
受

診
後
軽
症
と
診
断
さ
れ
た
場
合
は
、
仕
事

を
休
む
、
学
校
や
塾
に
は
行
か
な
い
な
ど
、

外
出
を
控
え
、
自
宅
療
養
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

　
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
は
、

流
行
が
始
ま
る
前
に
接
種
す
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。
大
島
町
で
は
、
接
種
費
用
の
一

部
を
負
担
し
て
い
ま
す
。

﹇
対
象
者
﹈

　
大
島
町
に
住
民
登
録
の
あ
る
65
歳
以
上
の

方
ま
た
は
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心
臓
・

腎
臓
・
も
し
く
は
呼
吸
器
の
機
能
ま
た
は
ヒ

ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
機
能
の

障
害
を
有
す
る
方

﹇
費
用
﹈

　
予
防
接
種
費
用
３,
０
０
０
円
の
う
ち
１,

０
０
０
円
を
補
助
し
ま
す
の
で
、
自
己
負
担

額
は
２,
０
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

﹇
接
種
場
所
﹈

　
・
医
療
セ
ン
タ
ー
・
南
部
診
療
所

　
・
前
田
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
※
島
外
医
療
機
関
は
該
当
し
ま
せ
ん

﹇
予
診
票
﹈

　
予
診
票
は
水
色
の
用
紙
で
、
各
出
張
所
及

び
福
祉
け
ん
こ
う
課
・
け
ん
こ
う
セ
ン
タ
ー
・

医
療
セ
ン
タ
ー
・
前
田
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
に

用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈
け
ん
こ
う
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
（
２
）
８
１
４
１

被
扶
養
者
の
特
定
健
康
診
査
の
予
約
受
付
中
!

国
保
以
外
の
医
療
保
険

被
扶
養
者
特
定
健
診
　
受
診
の
流
れ

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
対
策
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子
ど
も
達
の
長
い
夏
休
み
も
終
わ
り

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
と
っ
て
の
夏
の

思
い
出
づ
く
り
が
で
き
た
こ
と
で
し
ょ

う
。
先
月
号
で
も
ふ
れ
ま
し
た
が
、
７

月
に
は
小
学
生
が
「
世
界
少
年
野
球
フ

レ
ン
ド
シ
ッ
プ
東
京
大
会
」
に
、
８
月

に
は
中
学
生
が
「
国
土
交
通
大
臣
杯
第

２
回
離
島
交
流
中
学
生
野
球
大
会
」
（
離

島
甲
子
園
）
に
そ
れ
ぞ
れ
参
加
し
、
共

に
す
ば
ら
し
い
成
績
を
お
さ
め
、
感
動

を
胸
に
残
し
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
一
方
で
は
、
伊
豆
・
小
笠
原
諸
島
の

小
学
生
が
集
う
「
愛
ら
ん
ど
リ
ー
グ
・

フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
」
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
流
行
で
中
止
と
な
り
、
子
ど
も
達

は
ガ
ッ
カ
リ
し
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

大
会
主
催
者
（
振
興
公
社
理
事
長
）
と

し
て
関
係
者
と
十
分
協
議
し
た
結
果
で

す
が
、
子
ど
も
達
の
夢
を
叶
え
ら
れ
ず

申
し
訳
な
い
想
い
で
一
杯
で
す
。

　
さ
て
、
こ
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
新

型
）
で
す
が
、
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
大

流
行
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、

早
く
も
真
夏
か
ら
流
行
し
始
め
、
東
京

の
島
々
に
も
感
染
が
始
ま
っ
て
お
り
ま

す
。
広
報
９
月
号
の
折
り
込
み
（
島
し

ょ
保
健
所
大
島
出
張
所
発
行
）
に
も
注

意
が
書
か
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
一
人

ひ
と
り
が
感
染
予
防
に
努
め
て
い
た
だ

け
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
私
の
こ
の
夏
の
思
い
出

の
一
つ
に
、
鈴
木
一
也
さ
ん
と
の
出
会

い
が
あ
り
ま
す
。
彼
は
、
８
月
29
日
に

大
島
・
茅
ヶ
崎
間
の
単
独
泳
断
に
挑
戦

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
単
な
る
遠
泳
で
は

な
く
、
小
児
が
ん
撲
滅
を
目
指
す
ゴ
ー

ル
ド
リ
ボ
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
運
動

を
よ
り
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、

活
動
へ
の
理
解
・
支
援
を
い
た
だ
く
こ

と
を
目
的
に
実
行
を
決
断
し
た
と
聞
き

ま
し
た
。
鈴
木
さ
ん
の
お
子
さ
ん
が
誕

生
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
小
児
が

ん
治
療
の
厳
し
い
現
実
を
知
り
、
病
気

で
苦
し
む
子
ど
も
達
を
応
援
し
、
夢
や

希
望
を
与
え
る
活
動
を
し
た
い
と
決
意

し
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
朝
５
時
前
に
岡
田
を
出
発
し
た
鈴
木

さ
ん
は
多
く
の
仲
間
に
サ
ポ
ー
ト
さ
れ
、

台
風
11
号
の
余
波
を
受
け
な
が
ら
も
、

翌
朝
３
時
、
無
事
茅
ヶ
崎
サ
ザ
ン
ビ
ー

チ
に
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。
そ
の
直
線
距

離
60
㎞
で
す
。
22
時
間
を
大
き
な
休
み

を
取
る
こ
と
な
く
泳
ぎ
き
っ
た
の
で
す
。

　
鈴
木
一
也
さ
ん
の
さ
わ
や
か
な
笑
顔
、

こ
の
夏
最
高
の
思
い
出
で
す
。

（
町
長
か
ら
思
い
を
発
し
ま
す
）

「
打
打
発
止
」

　
（
激
論
を
戦
わ
せ
る
さ
ま
）

№6

　
東
京
大
学
地
震
研
究
所
及
び
全
国
の
大
学

は
、
伊
豆
大
島
火
山
の
地
下
の
構
造
を
調
べ

る
実
験
を
10
月
26
日
〜
11
月
３
日
の
期
間
に

実
施
し
ま
す
。
平
成
11
年
に
も
同
様
の
実
験

を
行
い
ま
し
た
が
、
今
回
は
前
回
の
実
験
で

解
明
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
中
心
に
実
験
を

行
い
ま
す
。
こ
の
期
間
中
に
伊
豆
大
島
島
内

に
図
の
よ
う
な
地
震
計
（
に
ぎ
り
こ
ぶ
し
大
、

先
端
を
地
面
に
差
し
込
み
ま
す
）
と
記
録
計

（
20
㎝
×
12
㎝
×
7.5
㎝
）
を
約
３
０
０
台
設

置
し
、
海
で
起
こ
す
人
工
地
震
の
信
号
を
記

録
し
ま
す
。
実
験
終
了
後
は
、
全
て
回
収
し

ま
す
。
観
測
期
間
中
、
機
材
に
は
手
を
触
れ

な
い
で
下
さ
い
。

　
昭
和
61
年
の
噴
火
活
動
以
来
、
伊
豆
大
島

火
山
は
静
穏
な
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
状
態
が
し
ば
ら
く
続
く
と
思
わ
れ

ま
す
が
、
最
新
の
観
測
機
器
に
よ
る
私
た
ち

の
研
究
で
は
、
２
〜
３
年
毎
に
山
体
が
膨
張

し
、
地
下
に
マ
グ
マ
が
蓄
積
し
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

表
面
は
静
か
な
伊
豆
大
島
火
山
も
、
地
下
で

ゆ
っ
く
り
マ
グ
マ
を
溜
め
、
次
の
噴
火
の
準

備
を
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
す
。
今

回
の
実
験
は
こ
の
よ
う
な
マ
グ
マ
蓄
積
の
様

子
を
詳
し
く
調
べ
る
も
の
で
、
将
来
の
火
山

噴
火
に
備
え
て
、
重
要
な
科
学
的
な
情
報
を

次
世
代
の
人
た
ち
に
残
す
た
め
に
行
い
ま
す
。

　
皆
様
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す

が
、
こ
の
実
験
の
意
義
を
ご
理
解
頂
き
、
ご

協
力
お
願
い
し
ま
す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
　
東
京
大
学
地
震
研
究
所

　
　
　
　
　
　
　
　
伊
豆
大
島
観
測
所
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）
３
７
６
７

伊
豆
大
島
火
山
構
造
探
査

ご
協
力
の
お
願
い

伊
豆
大
島
火
山
構
造
探
査

ご
協
力
の
お
願
い



☆
話
題
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
ま
ち
っ
て
み
ん
な
イ
キ
イ
キ
し
て
る

●
ま
・
ち
・
の
・
わ
・
だ
・
い

●ま・ち・の・わ・だ・い

　
9
月
7
日
〜
13
日
ま
で
の
7
日
間
、
国
士

舘
大
学
の
韓
国
・
中
国
か
ら
の
留
学
生
10
名

が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど
を
利
用
し
、
行
政
・

文
化
産
業
な
ど
大
島
の
生
活
を
研
修
し
ま
し

た
。

　
町
で
は
、
国
際
交
流
事
業
の
一
環
と
し
て
、

ま
た
将
来
的
な
国
際
観
光
誘
致
と
し
て
、
観

光
協
会
と
共
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
家
庭
・
事
業

所
の
受
入
れ
を
支
援
し
、
２
世
帯
の
家
庭
と

５
か
所
の
民
宿
に
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
留
学
生
た
ち
は
、
海
の
ふ
る
さ
と
村
に
２

泊
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
家
庭
で
は
親
し
み
を
こ

め
て
日
本
の
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
と
呼
び

家
族
と
し
て
２
泊
、
民
宿
で
は
お
手
伝
い
を

し
な
が
ら
２
泊
と
、
都
内
と
は
違
う
大
島
の

生
活
を
味
わ
い
ま
し
た
。
み
ん
な
優
し
く
、

心
が
温
か
く
、
料
理
も
美
味
し
く
、
と
て
も

よ
い
島
で
、
ま
た
来
た
い
と
感
激
し
て
い
ま

し
た
。

　
体
験
学
習
と
し
て
第
二
中
学
校
と
の
交
流

授
業
で
は
、
二
中
生
が
大
島
を
元
気
に
紹
介
。

留
学
生
は
人
口
や
気
候
・
産
業
な
ど
自
国
と

日
本
の
違
い
に
つ
い
て
上
手
な
日
本
語
で
説

明
し
ま
し
た
。
生
徒
か
ら
は
、
キ
ム
チ
な
ど

の
食
に
つ
い
て
か
ら
教
育
や
徴
兵
制
度
に
至

る
ま
で
、
興
味
深
く
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　
中
国
語
や
韓
国
語
の
授
業
も
行
わ
れ
、
「
ニ

イ
ハ
ウ
」
「
ア
ニ
ハ
セ
ヨ
」
な
ど
日
常
会
話

を
練
習
し
、
二
中
生
に
と
っ
て
も
貴
重
な
国

際
交
流
の
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
９
月
３
日
か
ら
５
日
に
か
け
て
、
大
洋
州
諸
国
（
バ
ヌ
ア
ツ
・
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
・

パ
ラ
オ
・
ト
ン
ガ
・
キ
リ
バ
ス
・
ク
ッ
ク
諸
島
）
で
行
政
官
と
し
て
働
く
青
年
17

名
が
、
研
修
の
た
め
、
は
る
ば
る
大
島
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
研
修
は
、
日

本
の
島
嶼
地
域
の
抱
え
る
問
題
や
自
治
体
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
学
び
、
自
国
の

問
題
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
発
展
に
つ
な
げ
る
た
め
の
Ｊ
I
C
A
青
年
研
修
事
業
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
役
場
で
は
職
員
た
ち
と
の
交
流
昼
食
会
や
、
財
政
・
産
業
・
ゴ
ミ
処
理
に
つ
い

て
の
説
明
が
行
わ
れ
、
活
発
な
交
流
と
質
疑
応
答
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
栽
培

漁
業
セ
ン
タ
ー
や
高
田
製
油
所
な
ど
の
見
学
も
あ
り
、
楽
し
み
な
が
ら
も
真
剣
に

学
ん
で
い
ま
し
た
。

役場の職員との交流昼食会

高田製油所で椿油の作り方を学ぶ

栽培漁業センターで稚貝観察
島の自然に囲まれて生活できることに

誇りをもって欲しい

韓国は教育熱心な国で、朝6時から夜11時まで
学校で勉強しています。
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楽
し
い
国
際
交
流
　

　
　
　
　
将
来
の
観
光
誘
致
に

国
士
舘
大
学

　
外
国
人
留
学
生

　
　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
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《写真掲載なし》　柳瀬　三良・美惠子ご夫妻（元）・吉成　敏夫・信　子ご夫妻（元）
柳瀬市之助・キミ子ご夫妻（元）・平井　　優・ミドリご夫妻（泉）
辻　　正義・松　江ご夫妻（間）・井澤　節郎・喜久代ご夫妻（差）
小坂　　勇・朝　子ご夫妻（差）・大登平之助・テツ子ご夫妻（差）
丸茂　照義・よしえご夫妻（ク）・井上　淳一・スヱ子ご夫妻（ク）
大河原眞光・弘　子ご夫妻（波）

稲葉　さよ（元）・今江　政一（元）・上場　よね（元）・奥山　キミ（元）
小澤　キミ（元）・川島福之助（元）・柴山　きよ（元）・神　　きゑ（元）
杉野　十志（元）・関口　憲文（元）・高田　　弘（元）・出川ヨシヱ（元）
遠山　　惇（元）・姫野　松江（元）・柳瀬福之助（元）・大石　貴久（北）・神尾とし子（北）・富岡ハツネ（北）
樋口　泰司（北）・古谷　　清（北）・宮下さかゑ（北）・川島　政子（岡）・白井八重子（岡）・山田トヨ子（岡）
浅野　ゑの（泉）・大畠　マキ（泉）・小澤　　效（泉）・笹本嘉四郎（泉）・杉本　逸治（泉）・宮本　　寛（泉）
内田　兵市（野）・松本キミエ（野）・中山　林一（間）・釜口　久子（間）・奥山　光子（差）・河野　ギン（差）
河野志づ江（差）・小林　　茂（差）・榊　　きよ（差）・高橋　花枝（差）・藤田　茂子（差）・松島千惠子（差）
向山ハナヱ（差）・森川　倍枝（差）・菊池　さつ（波）・玉置　ミヱ（波）・平本　〆吉（波）・石川　タミ（ホ）
稲田　光代（ホ）・井上　ナガ（ホ）・佐藤　良子（ホ）・白井　まつ（ホ）・直井千惠子（ホ）・冬木やす子（ホ）
松下　芳子（ホ）・松島　福惠（ホ）・宮澤　さわ（ホ）

江口　健・清子ご夫妻（岡） 今村　和男・道子ご夫妻（差）嵯峨  哲雄・ミサ子ご夫妻（岡）

青木宏之・マリ子ご夫妻（元）

山形春雄・行郁ご夫妻（野）

金婚式（50年）を迎えられた皆さん（順不同・敬称略）

卒寿（90歳）を迎えられた皆さん

（氏名・地区のみ・順不同・敬称略）

〈野増〉野増青年 〈野増〉野増婦人会 〈岡田〉さくら小 〈岡田〉岡田保育園5歳児

おじいちゃん・おばあちゃんに感謝！これからも元気に！
　９月20日（日）、各地域の婦人会による手作り敬老会が９ヵ所で、また21日（月）に
は老人ホームで、感謝を込めて地域ごとに工夫をこらした手作りの食事や芸能が賑やか
に披露されました。
　「どこどこの孫です」とかわいらしい自己紹介に「あ～！」とにこやかにうなずきな
がら楽しいひとときを過ごしました。
　大島町の65歳以上は２，７５６人です。いつまでもお元気で長生きしてください。

大正9年4月1日から大正10年3月31日生まれ

辻辻

〈町から記念品と賞状が贈られました〉

〈老人クラブから記念品が贈られました〉

〈元町〉元町明治会

〈
野
増
〉
　
　
　
　
　
　

と
な
り
の
ト
ト
ロ

〈元町〉元町婦人会 〈元町〉元町明治会 〈元町〉元町保育園5歳児

☆
話
題
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
ま
ち
っ
て
み
ん
な
イ
キ
イ
キ
し
て
る

●
ま
・
ち
・
の
・
わ
・
だ
・
い

●ま・ち・の・わ・だ・い



   氏　名　　地　区　年齢   性別

石井　輝子　ホーム　101　女

志村まさみ　ホーム　101　女

小坂　でん　ホーム　101　女

佐藤　ぬゐ　ホーム　100　女

増山　ウメ　ホーム　  99　女

順位

１

２

３

４

５

順位

６

７

８

９

１０

   氏　名　　地　区　年齢   性別

西川　松得　差木地　  99　男

高橋　モヨ　岡　田　  99　女

曽根　ちよ　野　増　  98　女

藤井　　豊　元　町　  98　男

遠藤マツヱ　ホーム　  98　女

大島町長寿
ベスト10
大島町長寿
ベスト10
大島町長寿
ベスト10

平成21年9月15日現在（敬称略）

米寿（88歳）を迎えられた皆さん

大正9年4月1日から大正10年3月31日生まれ（順不同・敬称略）

《写真掲載なし》

高田百合若（元）・大石　マツ（北）・坂上　豊吉（岡）・濱部　まつ（岡）・宮本　芳子（泉）
内田クノ子（野）・山中　律子（野）・藤田　近雄（ク）・前川　清七（波）・臼井　たね（波）
木村や江子（ホ）

15 広報おおしま 平成21年10月号

那知　きぬ（元） 梅田イツエ（元） 望月　初江（北） 栗原　静惠（北） 新保ハツヱ（北） 山本　弘平（北）

宮本　ミヨ（泉） 古原　清作（泉） 倉田　敏（野） 坂上　モン（野） 韓　　景秋（野）

植松　秋人（元） 西川　　静（元） 山田　久江（元）白井　なつ（元） 山本　貞義（元）

安本志久江（野） 櫛田富美子（間） 出口　千鶴（差） 関野はつえ（差） 秋廣登美枝（差）

梅田　　厚（差） 金森藤三郎（差） 奥山　友雄（ク） 白木もと江（ク）

西濱　泰平（波） 木村　快子（ホ） 奥山福三郎（ホ）

木村もとよ（岡）

伴塲　　操（野）

小川たけ子（差）

金川　美起（波）

笹原　久子（間）

金川チヨ子（ク）

小池　芳男（波） 稲葉　こく（波）

大久保　實（元）

高橋　チエ（岡）

木村　徳子（ク）徳

川島　　く（元）

榊原ヒデ子（波）祀

卒寿・米寿・金婚の方々
については、平成21年
9月15日現在のもの
です。

〈町から写真と記念品が贈られました〉

●ま・ち・の・わ・だ・い
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☆
話
題
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
ま
ち
っ
て
み
ん
な
イ
キ
イ
キ
し
て
る

●
ま
・
ち
・
の
・
わ
・
だ
・
い

●ま・ち・の・わ・だ・い

　
10
月
10
日
（
土
）
に
東
京
消
防
庁
消
防
学

校
に
て
開
催
さ
れ
る
第
39
回
東
京
都
消
防
操

法
大
会
に
島
嶼
地
区
を
代
表
し
、
大
島
町
消

防
団
元
町
分
団
が
出
場
し
ま
す
。

《
出
場
選
手
》

　
　
指
揮
者
　
白
石
 
利
昭

　
　
一
番
員
　
大
槻
 
隆

　
　
二
番
員
　
矢
島
 
幸
一

　
　
三
番
員
　
望
月
 
大
介

　
　
四
番
員
　
菊
地
 
真
一

《
補
欠
選
手
》

　
　
千
葉
文
幸
・
那
知
吉
幸
・
塩
原
麻
子
・

　
　
鴻
池
友
江
・
小
関
智
・
岸
繁
雄

　
選
手
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
団
員
も
、
今
年
に
入
り
準
備
や
訓
練
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。

　
皆
様
の
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
大
島
観
光
振
興
実
行
委
員
会
「
花
数
え
」

部
会
は
、
今
年
も
伊
豆
大
島
夏
ま
つ
り
に
出

店
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
出
店
で
は
「
花
彩
島
伊
豆
大
島
ツ

バ
キ
花
数
え
運
動
」
と
し
て
昨
年
の
１
月
20

日
か
ら
各
地
区
に
取
り
付
け
た
タ
グ
の
本
数

を
マ
ッ
プ
に
落
と
し
て
パ
ネ
ル
展
示
で
紹
介

し
ま
し
た
。
泉
津
、
岡
田
、
北
の
山
、
元
町
、

野
増
、
間
伏
、
ク
ダ
ッ
チ
、
差
木
地
、
波
浮

港
の
９
地
区
で
数
え
た
場
所
を
赤
く
塗
り
つ

ぶ
し
、
中
に
数
字
を
書
き
込
ん
だ
マ
ッ
プ
で

す
。
８
月
７
日
現
在
で
９
１，
７
８
４
枚
の

タ
グ
が
取
り
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
「
ア
ン
ケ
ー
ト
」
と
「
本
数
当
て

ク
イ
ズ
」
に
答
え
て
「
お
楽
し
み
抽
選
会
」

を
楽
し
ん
で
も
ら
う
催
し
も
行
い
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
は
運
動
の
Ｐ
Ｒ
と
今
後
の
協
力

を
呼
び
か

け
る
も
の
で
、

２
日
間
で

３
２
０
人

の
方
に
ご

協
力
頂
き

ま
し
た
。

　
集
計
結

果
か
ら
、

ツ
バ
キ
花

数
え
運
動

を
「
知
っ

て
い
た
」

島
民
77
％
、
「
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
」
島

民
35
％
、
「
今
後
参
加
し
て
も
よ
い
」
島
民

は
65
％
で
し
た
。
建
設
的
な
意
見
も
頂
き
、

今
後
の
取
り
組
み
に
活
か
せ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
「
本
数
当
て
ク
イ
ズ
」
当
選
者
は
来
年
の

広
報
お
お
し
ま
５
月
号
で
発
表
を
し
ま
す
。

　
「
お
楽
し
み
抽
選
会
」
で
は
、
親
子
・
孫

連
れ
、
カ
ッ
プ
ル
の
観
光
客
な
ど
で
賑
わ
い

を
見
せ
、
景
品
の
島
特
産
ツ
バ
キ
油
の
瓶
詰

め
を
嬉
し
そ
う
に
手
に
す
る
、
ほ
ほ
え
ま
し

い
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
ツ
バ
キ
花
数
え
」
運
動
の
タ
グ
取
り
付

け
ベ
ス
ト
シ
ー
ズ
ン
に
入
り
ま
す
、
島
お
こ

し
の
一
環
と
し
て
こ
の
運
動
を
更
に
盛
り
上

げ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

　
大
島
観
光
振
興
実
行
委
員
会

　
　
　
「
花
数
え
」
部
会
長
　
中
林
　
利
郎

増山ウメさん
（明治42年9月25日生）

　
９
月
25
日
、
増
山
ウ
メ
さ
ん
が
百
歳

を
む
か
え
、
老
人
ホ
ー
ム
に
お
い
て
町

長
か
ら
お
祝
い
の
賞
状
と
記
念
品
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

野増漁港で夜も訓練に励む元町分団のみなさん

消
防
操
法
大
会
に
向
け

　
元
町
分
団
猛
練
習
！

消
防
操
法
大
会
に
向
け

　
元
町
分
団
猛
練
習
！

　
9
月
3
日
ミ
ス
大
島
と
あ
ん
こ
娘

1
0
1
人
が
、
新
宿
西
口
と
き
の
広

場
や
吉
祥
寺
東
急
デ
パ
ー
ト
周
辺
及

び
商
店
街
で
、
ま
た
夕
方
に
は
東
京

湾
納
涼
船
に
乗
り
合
わ
せ
”オ
ー
タ

ム
フ
ェ
ア
“
期
間
限
定
「
伊
豆
大
島
か
ら
富
士
山
を
見
よ
う
」

の
観
光
P
R
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
富
士
山
が
見
え
な
い
と
き
は
、
決
め
ら
れ
た
額
を
地
域

振
興
券
で
返
還
す
る
」
こ
の
企
画
、
移
動
手
段
に
都
営
大
江

戸
線
・
中
央
線
・
総
武
線
・
山
手
線
を
利
用
し
宣
伝
効
果
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
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海を越えて
親善野球

　
８
月
21
日
か

ら
23
日
に
か
け

て
第
23
回
伊
豆

大
島
親
善
少
年

野
球
大
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

大
島
か
ら
は
オ
ー
ル
大
島
と
元
町
サ
ン

デ
ー
ズ
の
２
チ
ー
ム
が
、
東
京
・
神
奈
川
・

千
葉
・
静
岡
か
ら
は
12
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
強
い
日
差
し
と
砂
埃
の
中
、
選
手
た

ち
は
汗
と
泥
で
真
っ
黒
に
な
り
な
が
ら

元
気
な
プ
レ
ー
を
見
せ
、
普
段
対
戦
す

る
こ
と
の
な
い
チ
ー
ム
と
試
合
を
し
ま

し
た
。

　
み
ご
と
大
島
町
長
杯
を
手
に
し
た
の

は
浦
安
ジ
ュ
ニ
ア
サ
ン
デ
ー
ズ
、
惜
し

く
も
一
回
戦
敗
退
と
な
っ
て
し
ま
っ
た

大
島
の
両
チ
ー
ム
で
す
が
、
勝
敗
よ
り

熱
い
夏
の
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
。

　
オ
ー
シ
ャ
ン
ア
ス
リ
ー
ト
鈴
木
一
也
さ
ん

（
29
歳
）
が
大
島
〜
茅
ヶ
崎
ま
で
の
60
㎞
単

独
泳
断
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。
鈴
木
さ

ん
の
目
的
は
、
「
小
児
が
ん
の
子
供
た
ち
を

応
援
す
る
た
め
」
、
「
子
供
た
ち
に
夢
と
希

望
を
伝
え
る
た
め
」
、
そ
し
て
オ
ー
シ
ャ
ン

ア
ス
リ
ー
ト
と
し
て
、
こ
の
泳
断
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
ま
し
た
。
　

　
８
月
29
日
の
早
朝
５
時
前
、
夜
明
け
と
と

も
に
日
の
出
浜
を
ス
タ
ー
ト
。
ゴ
ー
ル
近
く

で
は
風
の
影
響
で
苦
戦
し
た
も
の
の
、
22
時

間
後
の
30
日
午
前
３
時
頃
、
ゴ
ー
ル
地
点
の

サ
ザ
ン
ビ
ー
チ
に
到
着
し
、
日
本
初
の
大
島

〜
茅
ヶ
崎
の
単
独
泳
断
に
成
功
し
ま
し
た
。

　
見
事
泳
ぎ
き
っ
た
鈴
木
さ
ん
か
ら
は
、
「
断

念
の
文
字
が
頭
を
よ
ぎ
る
極
限
状
態
の
中
で
、

家
族
や
小
児
が
ん
の
子
供
た
ち
、
支
え
て
く

れ
た
ク
ル
ー
の
笑
顔
が
僕
に
力
を
与
え
て
く

れ
ま
し
た
。
今

回
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
は
終
了
し
ま

し
た
が
、
こ
れ

か
ら
も
茅
ヶ
崎

の
海
を
拠
点
に
、

子
供
た
ち
に
夢

や
希
望
を
伝
え

て
い
き
た
い
」

と
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
８
月
29
日
暑
す
ぎ
る
く
ら
い
の
好
天
の
中
、

大
島
町
陸
上
競
技
場
に
お
い
て
、
大
島
体
育

協
会
主
催
・
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
Ｖ
リ
ー
ガ
ー

や
甲
子
園
球
児
、
全
日
本
選
手
に
世
界
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
と
、
豪
華
12
名
の
現
役
選
手
を
講

師
に
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
準
備
体
操
で

体
を
ほ
ぐ
し
リ
ラ
ッ
ク
ス
！
元
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
全
日
本
女
子
、
山
田
選
手
の
迫
力
あ
る
シ

ュ
ー
ト
、
Ｖ
リ
ー
ガ
ー
の
ス
パ
イ
ク
の
威
力

に
ち
ょ
っ
ぴ
り
緊
張
。
野
球
選
手
の
遠
投
や

長
打
を
見
た
後
の
投
打
対
決
で
は
、
意
地
を

見
せ
る
島
っ
子
に
、
会
場
は
大
盛
り
上
が
り
。

　
そ
の
後
は
、
野
球
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
ハ

ン
ド
ボ
ー
ル
・
体
操
（
Ｇ
ボ
ー
ル
）
の
各
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
普
段
や
っ
た
こ
と
の
な

い
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
し
た
り
、
ス
パ
イ
ク
や

バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
フ
ォ
ー
ム
の
指
導
を
念
入
り

に
受
け
た
り
と
、
参
加
し
た
保
育
園
児
か
ら

高
校
生
ま
で
１
３
８
名
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
楽

し
さ
を
満
喫
し
た
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
ラ
ー
ト
と
い
う
大
き
な

輪
に
乗
り
、
サ
ー
カ
ス
の
よ
う

に
廻
る
檜
皮
さ
ん
の
演
技
に
は
、

見
た
こ
と
の
な
い
人
が
多
く
驚

き
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

全
日
本
候
補
の
上

場
選
手
は
「
初
め

て
の
大
島
で
し
た
が
、

島
の
子
ど
も
た
ち

と
触
れ
合
え
て
と

て
も
楽
し
か
っ
た
。

島
っ
子
は
と
て
も

積
極
的
で
、
逆
に

こ
ち
ら
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
ら
え
た
。
ま
た
、

大
島
の
自
然
や
人
の
温
か
さ
に
触
れ
、
こ
れ

か
ら
の
選
手
生
活
の
活
力
と
な
り
そ
う
。
本

当
に
充
実
し
た
時
間
で
し
た
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
は
、
つ
く
ば
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
サ
ン
ガ
イ
ア

の
公
式
Ｈ
Ｐ
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
島
〜
茅
ヶ
崎
ま
で
の

　
　
６０
㎞
泳
断
成
功
!

教育長も
ラートに挑戦!

プ
ロ
選
手
の
ジ
ャ
ン
プ
力
は
す
ご
い
!!
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指
田
　
七
生
く
ん
　
　
　
直
樹
・
奈
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
／
31
（
元
　
町
）

粒
來
　
航
く
ん
　
　
　
　
博
幸
・
幸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
／
4
（
元
　
町
）

植
松
　
有
也
く
ん
　
　
　
隆
・
千
波

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
／
10
（
元
　
町
）

渡
邉
　
日
葵
ち
ゃ
ん
　
　
進
一
・
麻
衣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
／
15
（
元
　
町
）

高
野
　
杏
ち
ゃ
ん
　
　
　
康
裕
・
桃
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
／
17
（
元
　
町
）

８
／
６
〜
９
／
５
ま
で
に

　
届
け
出
の
あ
っ
た
人
（
敬
称
略
）

赤
ち
ゃ
ん
　
　
　
　
父
・
母

　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
／
日
　
住
　
所

わ
た
る

な
な
お

7 大
島
公
園
だ
よ
り
№
１３３

月
中
旬
に
う
ま
れ
た
ロ
バ
の
あ
か

ち
ゃ
ん
の
名
前
が
決
ま
り
ま
し
た
！

来
園
者
の
み
な
さ
ん
か
ら
名
前
を
募
集

し
た
結
果
、
２
４
３
票
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。
大
島
の
名
物
「
ア
シ
タ
バ
」

や
海
を
連
想
さ
せ
る
「
ア
オ
」
と
い
う

名
前
な
ど
、
ど
れ
も
工
夫
を
こ
ら
し
た

素
敵
な
名
前
ば
か
り
で
選
ぶ
の
は
大
変

で
し
た
が
、
応
募
数
が
多
か
っ
た
中
か

ら
「
コ
チ
ビ
」
と
い
う
名
前
に
な
り
ま

し
た
。
お
母
さ
ん
の
「
オ
チ
ビ
」
を
そ

の
ま
ま
小
さ
く
し
た
か
わ
い
い
「
コ
チ

ビ
」
で
す
が
、
生
後
１
ヶ
月
頃
に
な
る

と
、
お
母
さ
ん
の
真
似
を
し
て
、
干
し

草
を
食
べ
た
り
、
天
気
の
良
い
日
に
は

砂
浴
び
を
す
る
な
ど
成
長
ぶ
り
が
見
ら

れ
ま
す
。

て
、
５
月
に
う
ま
れ
た
オ
オ
ハ
ク

チ
ョ
ウ
の
ヒ
ナ
た
ち
も
、
す
っ
か

り
大
人
と
同
じ
大
き
さ
に
な
り
ま
し
た
。

オ
オ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
は
外
見
で
性
別
を
見

分
け
る
の
が
難
し
い
た
め
、
性
別
を
知

る
た
め
に
採
血
を
行
い
ま
し
た
。
鳥
の

赤
血
球
に
あ
る
核
の
中
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
調

べ
る
こ
と
で
、
性
別
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
。
結
果
は
動
物
園
に
掲
示

し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
見
に
き
て
く
だ

さ
い
ね
！

さ

《10月のふれあい》
10日（土）・11日（日）
24日（土）・25日（日）
10：30～11：30

　
定
時
制
の
授
業
を
ご
覧
に
な
り
ま
せ
ん

か
？
大
島
高
校
定
時
制
は
、
年
齢
を
問
わ

ず
、
ゆ
っ
く
り
と
個
別
指
導
を
受
け
た
い

方
、
仕
事
と
学
業
を
両
立
し
た
い
方
な
ど
、

様
々
な
要
望
に
お
応
え
で
き
る
学
校
で
す
。

　
ま
た
、
昨
年
度
よ
り
３
年
修
了
制
度
を

導
入
し
、
３
年
間
で
卒
業
す
る
こ
と
も
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
少
人
数
で
し
っ
か
り
し
た
授
業
に
興
味

の
あ
る
中
学
生
及
び
保
護
者
の
皆
様
、
仕

事
を
し
な
が
ら
も
う
一
度
勉
強
し
た
い
と

お
考
え
の
社
会
人
の
皆
様
、
定
時
制
っ
て

ど
ん
な
と
こ
ろ
？
と
思
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
地
域
の
皆
様
、
ぜ
ひ
本
校
定
時
制
の
授

業
を
見
学
し
て
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

﹇
日
時
﹈
10
月
5
日
（
月
）
〜
9
日
（
金
）

　
　
　
　
午
後
５
時
30
分
〜
９
時
10
分

﹇
場
所
﹈
大
島
高
等
学
校

﹇
時
間
割
﹈
当
日
配
布
し
ま
す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
大
島
高
等
学
校
　
（
２
）
１
４
３
１

　
　
　
定
時
制
副
校
長
ま
で

　http://w
w
w
.osim

a-h.m
etro.tokyo.jp/

﹇
日
時
﹈
10
月
25
日
（
日
）
午
前
10
時
〜

﹇
場
所
﹈
海
の
ふ
る
さ
と
村

﹇
費
用
﹈
食
事
込
み
１,
０
0
0
円

﹇
参
加
資
格
﹈
小
学
生
以
上

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
海
の
ふ
る
さ
と
村
　
（
４
）
１
１
３
７

　
　
　
　
　
　
　
　
　
担
当
　
関
野
茂
夫

﹇
日
　
時
﹈
10
月
５
日
（
月
）
〜
９
日
（
金
）

　
　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
３
時
ま
で

﹇
場
　
所
﹈
都
立
大
島
高
等
学
校

　
　
　
　
　
各
教
室
・
体
育
館
及
び
農
場

﹇
時
間
割
﹈
当
日
、
受
付
で
配
布
し
ま
す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
都
立
大
島
高
等
学
校
　
（
２
）
１
４
３
１

　
担
当
者:

教
務
主
任
　
大
西
　
裕

☆
大
島
高
校
の
授
業
風
景
や
生
徒
た
ち
の
学

　
習
活
動
の
様
子
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

島
し
ょ
会
館
へ
の
ご
予
約
は

　
０
３
（
３
４
３
７
）
３
０
６
１

　
皆
様
の
ご
利
用
を

　
　
　
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

http://w
w
w
.tosho-ichikum

i.jp

ゆ
う
や

ひ
な
た

あ
ん

都
立
大
島
高
等
学
校
（
全
日
制
課
程
）

第
2
学
期
授
業
公
開
の
お
知
ら
せ

東 京都 最低 賃金
時間額

791円
平成21年10月1日発効

東京労働局賃金課

　03（3512）1614

http://www.roudoukyoku.go.jp
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８
／
６
〜
９
／
５
ま
で
に
届
け
出
が
あ
っ
た
人

中
山
津
が
子
さ
ま（
88
・
ク
ダ
ッ
チ
）
8
／
11

井
澤
　
登
美
さ
ま（
93
・
差
木
地
）
8
／
29

福
田
　
浦
一
さ
ま（
84
・
ク
ダ
ッ
チ
）
8
／
29

那
知
　
こ
ま
さ
ま（
96
・
ホ
ー
ム
）
8
／
30

井
澤
　
　
勲
さ
ま（
58
・
差
木
地
）
8
／
30

浅
野
　
平
作
さ
ま（
91
・
泉
　
津
）
8
／
31

新
保
平
四
郎
さ
ま（
93
・
北
の
山
）
8
／
31

成
田
　
清
平
さ
ま（
94
・
北
の
山
）
9
／
2

榊
　
　
七
松
さ
ま（
100
・
ホ
ー
ム
）
9
／
4

※出発時刻の15分前までに保安検査場をお通 
　りいただけるよう余裕をもって空港へお越
　しください。

航
空
便
発
着
時
刻
表

１０
月
1
日
〜
１０
月
３１
日

東　京　　大 島　　東 京便名 機　種

１８４３
１８４４

DHC-8
9：15発

11：05着
  9：55着
10：30発

●ANA予約・料金・問い合わせ
　　  ０１２０（０２９）２２２
●貨物運航等の問い合わせ
　　（２）２３３７

　
桜
テ
ン
グ
ス
病
の
枝
き
り
と
草
刈
り
を
実

施
し
ま
す
。
皆
様
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

﹇
日
時
﹈
10
月
４
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
９
時
〜
正
午
ま
で

﹇
集
合
場
所
﹈
元
町
墓
地

﹇
そ
の
他
﹈
昼
食
の
用
意
あ
り

﹇
持
参
す
る
も
の
﹈
カ
マ
・
ハ
サ
ミ
等

﹇
主
催
﹈
伊
豆
大
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）
３
７
９
１

　
10
月
11
日
（
日
）
か
ら
10
月
20
日
（
火
）

ま
で
の
間
、
「
平
成
21
年
全
国
地
域
安
全
運

動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
を
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

を
重
点
に
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
お
出
か
け
の
際
は
「
お
隣
に
一
声

か
け
て
、
鍵
か
け
て
」
を
励
行
し
て
く
だ
さ

い
。

　
10
月
３
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
か
ら
開

発
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
大
島
地
域
安

全
の
集
い
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
演
歌
歌
手
「
岡
ゆ
う
子
」
に
よ
る
歌
謡
シ

ョ
ー
や
防
犯
映
画
の
上
映
等
が
行
わ
れ
ま
す

の
で
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
お
越
し
く

だ
さ
い
。

﹇
内
　
容
﹈
寄
せ
植
え
と
鉢
カ
バ
ー
づ
く
り

﹇
日
　
時
﹈
10
月
24
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分

﹇
場
　
所
﹈
椿
公
園
（
元
町
）

﹇
費
　
用
﹈
教
材
費
５
０
０
円

﹇
主
　
催
﹈
伊
豆
大
島
花
の
会

　
今
年
も
「
お
が
さ
わ
ら
丸
」
が
大
島

に
寄
港
し
ま
す
。

　
大
島
出
発
は
12
月
１
日
（
火
）
、
大

島
到
着
は
12
月
６
日
（
日
）
で
す
。

　
小
笠
原
村
は
、
大
島
町
民
の
来
島
を

心
か
ら
歓
迎
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
コ
ー
ス
は
、
父
島
コ
ー
ス
、

母
島
コ
ー
ス
に
加
え
、
父
島
・
母
島
２

島
め
ぐ
り
コ
ー
ス
を
用
意
し
ま
し
た
の

で
、
多
く
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　
申
し
込
み
受
付
は
10
月
１
日
か
ら
11

月
17
日
ま
で
東
海
汽
船
大
島
営
業
所
に

て
行
い
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
　
　
　
　
東
海
汽
船
大
島
営
業
所

　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）
２
３
１
１

お
が
さ
わ
ら
丸

　
　
大
島
へ
寄
港

［日　　時］10月18日（日）小雨決行
［集合場所］桜株（その後 車で移動）
［順　　路］都道より裏砂漠周遊
［時　　間］9:15～15:00頃まで　
［持　　参］雨具、昼食、飲み物、手袋等
［条　　件］すべて自己責任、交通規則遵守

丸尾　時彦
　（4）0498
田村　孝治
　（4）1234
北原　末松
　（2）0759
高橋　敏生
　（4）1271
井上　智雄
　（4）1921

問い合わせ、相談、要
望等は下記へご連絡く
ださい。

（この先の予定）
　　　11月15日（日）南部散策ウォーク

※天候等都合によりコースを変更することが
　あります。

O W C 伊 豆 大 島
ウォーキングクラブ《               》

＊ススキウォーク＊

　
８
月
31
日
現
在
、
７
７
１，
５
４
４
個
・

ワ
ク
チ
ン
９
６
４
人
分
で
す
。

　
嬉
し
い
話

　
商
工
会
夏
ま
つ
り
の
後
片
付
け
で
、
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
と
ラ
ベ
ル
が
き

れ
い
に
分
別
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
高
校
生

の
ア
ル
バ
イ
ト
さ
ん
の
よ
う
で
す
。
今
は
、

や
っ
て
く
れ
る
学
校
も
増
え
、
役
場
に
も

集
め
る
箱
が
置
い
て
あ
り
ま
す
。

　
２
年
間
の
着
実
な
歩
み
で
す
！

　
　
　
　
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
大
島
第
一
団

　
　
　
　
大
島
町
商
工
会
女
性
部
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おおしま
住民カレンダー October（神無月）10月10月

日 Sunday 月 Monday 火 Tuesday 水 Wednesday 木 Thursday 金 Friday 土 Saturday

1

8

15

22

29

5

6

13

20

27

3

5

12

19

26

2

7

14

21

28

4

2

9

16

23

30

6

3

10

17

24

31

7

大島海洋国際高校
図書館開放日
（土のみ2時～4時）

移動図書館車
ひまわり号巡回日
（雨天中止）

ご
み
収
集

普通ごみ
金属類

元－元町、北－元町字仲野馬の背以北及び北の山
岡－岡田、泉－泉津、野－野増、間－間伏
差－差木地、ク－クダッチ、波－波浮港、沖の根

注：差木地沖の根地区の方は、波浮港地区の収集日に収集しています。

《
ク
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
》
ご
み
は
正
し
く
分
別
し
て
朝
8
時
ま
で
に
出
し
ま
し
ょ
う
。
＊
こ
の
カ
レ
ン
ダ
ー
は
9
月
20
日
現
在
の
も
の
で
す
。
そ
の
後
の
日
程
変
更
等
に
つ
い
て
は
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

元　 町
北の 山
岡　 田
泉　 津
野　 増
差木 地
波浮 港

計
昨年

1,479世帯
779 〃 
470 〃 
236 〃 
339 〃 

1,087 〃 
471 〃 

4,861世帯
4,890世帯

2,755人
1,445〃　
942〃　
441〃　
585〃　

1,896〃　
731〃　

8,795人
8,904人

4

11

18

25

1

　（
２１
・
9
・
1
）　
　
　

大
島
町
の
世
帯
と
人
口

予
備
日

10
月
18
日（
日
）

元1.2・北・野・ク
間

元1.2・北・野・ク
間

元1.2・北・野・ク
間波

波

波

プラスチック製品
（主に硬い素材のもの）
（各地区回収箱）

元1.2.3.4・北
野・岡・泉・差・波
北部地区
（各地区回収箱）

元1.2・北・野・差
北部地区
（各地区回収箱）

空き缶（ジュース・ビール等
飲み物用の缶のみ）
ペットボトル

（各地区回収箱）

空き缶（ジュース・ビール等
飲み物用の缶のみ）
ペットボトル

（各地区回収箱）

空き缶（ジュース・ビール等
飲み物用の缶のみ）
ペットボトル

（各地区回収箱）

空き缶（ジュース・ビール等
飲み物用の缶のみ）
ペットボトル

（各地区回収箱）

法律相談
6・9カ月児健診

コレステロール予防
家族で歯科相談
くれよん相談

くれよん相談

行政相談
6・9カ月児健診

就学時検診 水道料納付期限 福祉まつり

町都民税第３期・
国民健康保険税
　第５期納付期限

大島町体育祭
駅伝競走大会

農業委員会 母親学級（４日目）

6・9カ月児健診
こころの健康相談

母親学級（３日目）母親学級（２日目）

6・9カ月児健診

御神火温泉休館
母親学級（１日目）
糖尿病予防栄養相談
歯周病予防相談

6・9カ月児健診
こころの健康相談
ちびっ子歯科相談

さくら小学校・第二
中学校合同運動会
つつじ小学校・第三
中学校合同運動会

10/1～31
火山博物館
臨時休館

大島町体育祭
体育レクリエーション
　　　　　　 大会

御神火温泉休館

高血圧予防栄養相談 第一中学校運動会

（11月）
都民の日　

発泡スチロール
（各地区回収箱）

ク・間

ク・間

発泡スチロール
（各地区回収箱）

ク・間

波

ク・間

発泡スチロール
（各地区回収箱）

プラスチック製品
（主に硬い素材のもの）
（各地区回収箱）

元3.4・岡・泉・波

元3.4・岡・泉・波

元3.4・岡・泉・波

元3.4・岡・泉・差
南部地区
（各地区回収箱）

元3.4・岡・泉・差
南部地区
（各地区回収箱）

元1.2・北・野・ク
間

元1.2・北・野・差
北部地区
（各地区回収箱）

元1.2・北・野・差
北部地区
（各地区回収箱）

元1.2・北・野・差
ク・間
発泡スチロール
（各地区回収箱）

北部地区
（各地区回収箱）

空き缶（ジュース・ビール等
飲み物用の缶のみ）
ペットボトル

（各地区回収箱）

元3.4・岡・泉・差
南部地区
（各地区回収箱）

波
元1.2・北・野・ク
間

元3.4・岡・泉・差
南部地区
（各地区回収箱）

びん・ガラス
瀬戸物（陶磁器）
（各地区回収箱）

びん・ガラス
瀬戸物（陶磁器）
（各地区回収箱）

元3.4・岡・泉・波
びん・ガラス
瀬戸物（陶磁器）
（各地区回収箱）

発泡スチロール
（各地区回収箱）

元3.4・岡・泉・差

南部地区
（各地区回収箱）

元1.2・北・野・ク
間波

元3.4・岡・泉・差

南部地区
（各地区回収箱）

体育の日

燃やせるゴミ
収集しません

文化の日

燃やせるゴミ
収集しません


